
６．教員の論文・発表・受賞 

６－１．行動学系 

 

６－１－１．人間行動学 

基礎心理学 赤井   誠生 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 

Flow experience on “gamified” cognitive 

task 

Koh Yoneda, Soyogu 

Matsushita, Seiki Akai 
2016.07   

 

基礎心理学 森川  和則 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 

サッカードによる錯視運動の抑制に色やグ

ラデーションは必須か 

藤道宗人・松下戦具・森

川和則 
2016.06 

日本認知心理学会第 14 回大会 日本認知心

理学会第 14 回大会発表論文集 

会議報告 

/口頭発表 

人は別の視点から見た顔を想像できるか？

――視点手掛かりの事前提示が顔の再認成

績に及ぼす影響―― 

武藤 拓之，加納 史織，

松下 戦具，森川 和則 
2016.06 

日本認知心理学会第 14 回大会 日本認知心

理学会第 14 回大会発表論文集 p51-51 

会議報告 

/口頭発表 

賭け行動における無常観の効果―株価予測

を用いた研究― 

篠原恵, 松下戦具, 森川

和則 
2016.06 日本認知心理学会第 14 回大会発表論文集 

会議報告 

/口頭発表 

空間的視点取得に必要なスキルは認知的ス

キルと知覚的スキルに分離できる――反応

時間データに対する探索的因子分析の適用

―― 

武藤 拓之，松下 戦具，

森川 和則 
2016.09 

日本行動計量学会第 44 回大会抄録集 

p376-377 

会議報告 

/口頭発表 

見たことのない視点の顔を想像してもその

表象は脆弱である 

武藤 拓之，松下 戦具，

森川 和則 
2016.10 日本基礎心理学会第 35 回大会 

会議報告 

/口頭発表 
眉と鼻筋の化粧による小顔錯視効果の測定 

松下 戦具, 森川 和則, 

菅 万純, 長島 愛, 白土 

真紀 

2016.11 
第 21 回日本顔学会大会 日本顔学会誌 16

巻 1 号 p46-46 

会議報告 

/口頭発表 

歩行動作のシミュレーションが空間的視点

取得に果たす役割 

武藤 拓之,松下 戦具, 森

川 和則 
2017.01 

第 171 回ヒューマンコンピュータインタラ

クション研究会 情報処理学会研究報告 

2017-HCI-171 巻 5 号 p1-5 

会議報告 

/口頭発表 

空間的視点取得における左右判断と前後判

断の非対称性 

武藤 拓之,松下 戦具, 森

川 和則 
2017.03 

第 15 回注意と認知研究会 Technical 

Report on Attention and Cognition (2017) 

5 号 p1-2 

国際会議 

（proc.なし） 

Comparison between foot and hand 

responses for a spatial perspective-taking 

task 

Hiroyuki Muto, Soyogu 

Matsushita, Kazunori 

Morikawa 

2016.07 

The 31st International Congress of 

Psychology International Journal of 

Psychology 51 巻 Supplement S1 号 

p201-201 

国際会議 

（proc.なし） 

Effects of lip color on perceived lightness 

of human facial skin 

Yuki Kobayashi, 

Soyogu Matsushita, 

Kazunori Morikawa 

2016.07 
International Journal of Psychology 51 巻 

Supplement S1 号 

国際会議 

（proc.なし） 

Mere exposure effect and recognition 

memory for amodally completed faces 

Akitoshi Tomita, 

Soyogu Matsushita, 

Kazunori Morikawa 

2016.07 

The 31st International Congress of 

Psychology International Journal of 

Psychology 51 巻 Supplement S1 号 

国際会議 

（proc.なし） 

“Glowing Gray” does exist: the influence 

of luminance ramps on whiteness 

perception 

Yuki Kobayashi, 

Soyogu Matsushita, 

Kazunori Morikawa 

2016.08 

The 39th annual European Conference 

on Visual Perception Perception 45 巻 

2_supplement 号 

国際会議 

（proc.なし） 

Imagining a face viewed from novel 

angles in advance facilitates face 

identification 

Hiroyuki Muto, Shiori 

Kano, Soyogu 

Matsushita, Kazunori 

Morikawa 

2016.11 
The 24th Annual Workshop on Object 

Perception, Attention, and Memory 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 
2015 年度学術大会 

特別優秀発表賞 

武藤 拓之，松下 戦具，

森川 和則 
2016.11 日本心理学会 
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基礎心理学 入戸野 宏 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

High-resolution audio with inaudible 

high-frequency components induces a 

relaxed attentional state without 

conscious awareness 

Kuribayashi, R., & 

Nittono, H. 
2017.01 Frontiers in Psychology 8 巻 93 号 

学術論文 

The light-makeup advantage in facial 

processing: Evidence from event-related 

potentials 

Tagai K, Shimakura H, 

Isobe H, & Nittono, H. 
2017.02 PLoS ONE 12 巻 2 号 pe0172489- 

解説・総説 

The two-layer model of "kawaii": A 

behavioural science framework for 

understanding kawaii and cuteness 

Nittono, H. 2016.04 
East Asian Journal of Popular Culture 2

巻 1 号 p79-95 

 

基礎心理学 松下 戦具 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

The asymmetrical influence of timing 

asynchrony of bass guitar and drum 

sounds on groove 

Soyogu Matsushita, 

Shingo Nomura 
2016.12 Music Perception in press 

会議報告 

/口頭発表 

人は別の視点から見た顔を想像できる

か？――視点手掛かりの事前提示が顔の再

認成績に及ぼす影響―― 

武藤 拓之，加納 史織，

松下 戦具，森川 和則 
2016.06 

日本認知心理学会第 14 回大会 日本認知心

理学会第 14 回大会発表論文集 p51-51 

会議報告 

口頭発表 

賭け行動における無常観の効果―株価予測

を用いた研究― 

篠原恵, 松下戦具, 森川

和則 
2016.06 日本認知心理学会第 14 回大会発表論文集 

会議報告 

/口頭発表 

Flow experience on “gamified” cognitive 

task 

Koh Yoneda, Soyogu 

Matsushita, Seiki Akai 
2016.07   

会議報告 

/口頭発表 

空間的視点取得に必要なスキルは認知的

スキルと知覚的スキルに分離できる――反

応時間データに対する探索的因子分析の

適用―― 

武藤 拓之，松下 戦具，

森川 和則 
2016.09 

日本行動計量学会第 44 回大会 日本行動計

量学会第 44 回大会抄録集 p376-377 

会議報告 

/口頭発表 

見たことのない視点の顔を想像してもそ

の表象は脆弱である 

武藤 拓之，松下 戦具，

森川 和則 
2016.10 日本基礎心理学会第 35 回大会 

会議報告 

/口頭発表 

眉と鼻筋の化粧による小顔錯視効果の測

定 

松下 戦具, 森川 和則, 

菅 万純, 長島 愛, 白土 

真紀 

2016.11 
第 21 回日本顔学会大会 日本顔学会誌 16

巻 1 号 p46-46 

会議報告 

/口頭発表 

歩行動作のシミュレーションが空間的視

点取得に果たす役割 

武藤 拓之,松下 戦具, 森

川 和則 
2017.01 

第 171回ヒューマンコンピュータインタラ

クション研究会 情報処理学会研究報告 

2017-HCI-171 巻 5 号 p1-5 

会議報告 

/口頭発表 

空間的視点取得における左右判断と前後

判断の非対称性 

武藤 拓之,松下 戦具, 森

川 和則 
2017.03 

第 15 回注意と認知研究会 Technical 

Report on Attention and Cognition (2017) 

5 号 p1-2 

国際会議 

（proc.なし） 

Comparison between foot and hand 

responses for a spatial 

perspective-taking task 

Hiroyuki Muto, Soyogu 

Matsushita, Kazunori 

Morikawa 

2016.07 

The 31st International Congress of 

Psychology International Journal of 

Psychology 51 巻 Supplement S1 号 

p201-201 

国際会議 

（proc.なし） 

Effects of lip color on perceived lightness 

of human facial skin 

Yuki Kobayashi, 

Soyogu Matsushita, 

Kazunori Morikawa 

2016.07 
International Journal of Psychology 51 巻 

Supplement S1 号 

国際会議 

（proc.なし） 

Mere exposure effect and recognition 

memory for amodally completed faces 

Akitoshi Tomita, 

Soyogu Matsushita, 

Kazunori Morikawa 

2016.07 

The 31st International Congress of 

Psychology International Journal of 

Psychology 51 巻 Supplement S1 号 

国際会議 

（proc.なし） 

“Glowing Gray” does exist: the influence 

of luminance ramps on whiteness 

perception 

Yuki Kobayashi, 

Soyogu Matsushita, 

Kazunori Morikawa 

2016.08 

The 39th annual European Conference 

on Visual Perception Perception 45 巻 

2_supplement 号 

国際会議 

（proc.なし） 

Imagining a face viewed from novel 

angles in advance facilitates face 

identification 

Hiroyuki Muto, Shiori 

Kano, Soyogu 

Matsushita, Kazunori 

Morikawa 

2016.11 
The 24th Annual Workshop on Object 

Perception, Attention, and Memory 

その他 

The asymmetrical influence of timing 

asynchrony of bass guitar and drum 

sounds on groove 

Soyogu Matsushita, 

Shingo Nomura 
2016.04 Music Perception 34 巻 2 号 p123-131 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 
2015 年度学術大会 

特別優秀発表賞 

武藤 拓之，松下 戦具，

森川 和則 
2016.11 日本心理学会 

152



応用認知心理学 篠原 一光 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

自動車運転中の車載情報機器操作によっ

て生じる精神的負担の評価のための呼吸

指標の検討 

須澤将馬,小谷賢太郎,鈴

木哲,朝尾隆文,篠原一光,

内藤宏,藤井達史,石川貴

洋,松岡孝,石田健二 

2016.06 人間工学 52 巻 3 号 p124-133 

会議報告 

/口頭発表 

ヘッドアップ・ディスプレイ(HUD)利用に

よる運転パフォーマンスとメンタルワー

クロードへの影響ーHUD の単眼提示と両

眼提示の比較 

藤原悠史,篠原一光,木村

貴彦,紀ノ定保礼 
2016.06 

日本人間工学会 日本人間工学誌 52 巻 

Supplement 号 p404-405 

会議報告 

/口頭発表 

運転中の会話によるドライバの覚醒維持

手法（第 3 報）-同乗者との会話がドライバ

の覚醒およびメンタルワークロードに及

ぼす影響 

小林隆史,藤井達史,紀ノ

定保礼,篠原一光,蜂須賀

知理,柿崎勝 

2016.10 自動車技術会 2016 年秋季大会 

会議報告 

/口頭発表 
ICT機器利用時の煩わしさの構成概念分析 

篠原一光,藤原厚志,紀ノ

定保礼,柿崎勝 
2017.03 

シンポジウムモバイル'17 研究論文集 

p55-60 

国際会議 

（proc.なし） 

Effect of monitoring on the decision 

criterion and mind-wandering during a 

sustained attention task 

Yasunori Kinosada, 

Tatsufumi Fujii, Kaori 

Dempo, Kazumitsu 

Shinohara, Takeshi 

Enya, Yumi Shibagaki 

2016.07 
31st International Congress of 

Psychology 

国際会議 

（proc.なし） 

The effect of social anxiety on the 

attentional disengagement from socially 

threatening stimuli 

Takashi Suzuki, 

Yasunori Kinosada, 

Kazumitsu Shinohara 

2016.07 
31st International Congress of 

Psychology 

解説・総説 ドライバの注意の個人差とその評価 篠原一光 2016.04 自動車技術 70 巻 4 号 p28-33 

専門著書 

Cognitive Neuroscience Robotics B: 

Analytic Approaches to Human 

Understanding 

Kazumitsu Shinohara 2016.04 Springer Japan 1-22 

 

応用認知心理学 紀ノ定 保礼 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 

ヘッドアップ・ディスプレイ(HUD)利用に

よる運転パフォーマンスとメンタルワーク

ロードへの影響ーHUD の単眼提示と両眼

提示の比較 

藤原悠史,篠原一光,木村

貴彦,紀ノ定保礼 
2016.06 

日本人間工学会 日本人間工学誌 52 巻 

Supplement 号 p404-405 

会議報告 

/口頭発表 

トンネル部での注意配分特性に起因する高

齢者の交通事故リスク 

飯田克弘, 坪井貞洋, 紀

ノ定保礼, 多田昌裕 
2016.08 第 36 回交通工学研究発表会 

会議報告 

/口頭発表 

事故発生時の責任の予測と道路横断意図の

関係は横断者の年齢で異なる 
紀ノ定 保礼 2016.09 日本応用心理学会第 83 回大会 

会議報告 

/口頭発表 

運転中の会話によるドライバの覚醒維持手

法（第 3 報）-同乗者との会話がドライバの

覚醒およびメンタルワークロードに及ぼす

影響 

小林隆史,藤井達史,紀ノ

定保礼,篠原一光,蜂須賀

知理,柿崎勝 

2016.10 自動車技術会 2016 年秋季大会 

会議報告 

/口頭発表 
ICT 機器利用時の煩わしさの構成概念分析 

篠原一光,藤原厚志,紀ノ

定保礼,柿崎勝 
2017.03 

シンポジウムモバイル'17 研究論文集 

p55-60 

国際会議 

（proc.なし） 

Effect of monitoring on the decision 

criterion and mind-wandering during a 

sustained attention task 

Yasunori Kinosada, 

Tatsufumi Fujii, Kaori 

Dempo, Kazumitsu 

Shinohara, Takeshi 

Enya, Yumi Shibagaki 

2016.07 
31st International Congress of 

Psychology 

国際会議（proc.

なし） 

The effect of social anxiety on the 

attentional disengagement from socially 

threatening stimuli 

Takashi Suzuki, 

Yasunori Kinosada, 

Kazumitsu Shinohara 

2016.07 
31st International Congress of 

Psychology 

 

社会心理学 釘原 直樹 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

スポーツ集団内における集合的効力感の評

価形成過程：成員の課題遂行能力に着目し

た検討 

内田 遼介, 釘原 直樹, 

手塚 洋介, 國部 雅大, 

土屋 裕睦 

2016.10 実験社会心理学研究 56 巻 1 号 p33-43 
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社会心理学 釘原 直樹 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
集団課題の遂行順序が集合的効力感の評価

形成過程に及ぼす影響 
内田遼介,釘原直樹 2017.03 対人社会心理学研究 印刷中 

学術論文 
集団討議場面における第一声情報の違いが

集団意思決定に与える影響 
松崎 さくら・釘原 直樹 2017.03 対人社会心理学研究 17 号 

学術論文 
垂直型リーダーシップが共有リーダーシッ

プに及ぼす影響 
井奥 智大・釘原 直樹 2017.03 対人社会心理学研究 17 号 

学術論文 
内部告発の抑制要因の検討 ―被害の深刻

度と集団規範が内部告発に及ぼす影響― 

吉田 翔,寺口 司,釘原直

樹 
2017.03 対人社会心理学研究 

会議報告 

/口頭発表 

ラベリング戦略が加害者への評価に与える

影響 
寺口司・釘原直樹 2016.09 

日本社会心理学会第 57 回大会発表論文集 

p152-152 

会議報告 

/口頭発表 
災害被害者の責任帰属についての検証 竹内穂乃佳・釘原直樹 2016.09 

日本社会心理学会第 57 回大会発表論文集 

p33-33 

会議報告 

/口頭発表 
大相撲八百長問題が勝敗分布に与えた影響 釘原直樹 2016.09 

日本社会心理学会第 57 回大会発表論文集 

p72-72 

会議報告 

/口頭発表 

誰が犠牲となるべきか; Missing hero 

dilemma 
清水計法・釘原直樹 2016.09 

日本社会心理学会第 57 回大会発表論文集 

p95-95 

会議報告 

/口頭発表 

知識の活性化が欺瞞的説得への抵抗に及ぼ

す影響 
大工泰裕・釘原直樹 2016.09 

日本社会心理学会第 57 回大会発表論文集 

p63-63 

会議報告 

/口頭発表 

日韓大学生のパーソナリティがタッチ性向

に及ぼす影響 
曺美庚 ・釘原直樹 2016.09 

日本社会心理学会第 57 回大会発表論文集 

p103-103 

会議報告 

/口頭発表 

The structure of shared leadership for 

students: second-order factor analysis of 

shared leadership 

Tomohiro Ioka, Naoki 

Kurihara 
2016.10 

日本グループ・ダイナミックス学会第 63

回大会発表論文集 p93-94 

国際会議 

（proc.あり） 

Does mortality salience promote 

donation behavior? A cross-cultural 

comparison of Japan and China. 

FA Hui, KUGIHARA 

Naoki 
2016.09 

 

国際会議 

（proc.なし） 

Development of the shared leadership 

measurement for school classes 

Tomohiro Ioku, Naoki 

Kugihara 
2016.07 

The 31st international congress of 

psychology 0R28-63-3 

国際会議 

（proc.なし） 

Does mortality salience promote 

donation behavior? A cross-cultural 

comparison of Japan and China 

Hui Fa, Naoki Kugihra 2016.07 
The 31st international congress of 

psychology PS28P-13-85 

国際会議 

（proc.なし） 

Does the ambiguity of social norms 

facilitate conformity? Field experiment 

on escalators 

Yasuhiro Daiku, Ako 

Agata, Hui Fa, 

Tomohiro Ioku, 

Kazunori Shimizu, 

Yuki Imamura, Morio 

Masataka, Souma 

Kunisu, Keiko Onishi, 

Ayumi Tamenori, Ryo 

Tokai, Naoki Kurihara 

2016.07 
The 31st international congress of 

psychology PS25P-07-50 

国際会議 

（proc.なし） 

Does thinking in a group promote 

creativity?: Investigation based on 

qualitative evaluations 

Yuki Imamura, Naoki 

Kugihara 
2016.07 

The 31st international congress of 

psychology PS26A-09-102 

国際会議 

（proc.なし） 

How do the wrongdoing gravity and level 

of publicity affect whistle blowing 

behavior? 

Sho Yoshida, Naoki 

Kugihara 
2016.07 

The 31st international congress of 

psychology PS26A-09-90 

国際会議 

（proc.なし） 

Process of inhibiting a woman's 

murderous intention towards her 

husband:Research using a 

semi-structured interview. 

Satoshi Tsuruta, Naoki 

Kugihara 
2016.07 

The 31st international congress of 

psychology PS26A-10-218 

国際会議 

（proc.なし） 

Sense of responsibility stemming from a 

utilitarian social norm on altruistic 

behavior 

Kazunori Shimizu, 

Naoki Kugihara 
2016.07 

The 31st international congress of 

psychology PS27A-09-260 

国際会議 

（proc.なし） 

The effects of a relay task order on 

formation process of collective efficacy 

Ryosuke Uchida, Naoki 

Kugihara 
2016.07 

The 31st international congress of 

psychology RC-04-202 

国際会議 

（proc.なし） 

When people fail to activate their 

knowledge: the relation between 

elaboration and activating knowledge on 

deceptive advertisement 

Yasuhiro Daiku, Naoki 

Kugihara 
2016.07 

The 31st international congress of 

psychology RC-02-57 

一般著書 人はなぜスケープゴートを作り出すのか？ 釘原直樹 2016.11 
シノドス ネット出版 

http://synodos.jp/society/18244 

一般著書 探求！教育心理学の世界 釘原直樹 藤澤伸介編 2017.01 新曜社 

154



社会心理学 寺口 司 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
内部告発の抑制要因の検討 ―被害の深刻

度と集団規範が内部告発に及ぼす影響― 

吉田 翔,寺口 司,釘原直

樹 
2017.03 対人社会心理学研究 

 

臨床死生学・ 

臨床老年行動学 
佐藤 眞一 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Can we talk through a robot as if 

face-to-face? Long-term fieldwork using 

teleoperated robot for seniors with 

Alzheimer's disease. 

Kuwamura, K., Nishio, 

S. and Sato, S. 
2016.07 Frontiers in Psychology 7: 1066; 1-13. 

学術論文 

若者における高齢者虐待の認識度と高齢者

への態度との関連 : 虐待の背景に着目し

て 

豊島 彩,田渕 恵,佐藤

眞一 
2016.10 老年社会科学 38 巻 3 号 p308-318 

学術論文 
高齢者施設介護職員の看取りケア効力感の

測定とその関連要因 
久保田彩，佐藤眞一 2016.12 心理学研究 87 巻 5 号 p485-494 

学術論文 
心理学的知恵研究の展望と発達的検討 ―

「知恵のある」状態の連続性と非連続性― 

春日彩花, 佐藤眞一, 高

橋正実 
2017.03 生老病死の行動科学 21, 15-31. 

学術論文 

Examination of the relationship between 

preference for solitude and emotional 

well-being after controlling for the effect 

of loneliness 

Aya Toyoshima, 

Shinichi Sato 
2017.03 Osaka Human Sciences 3, 171-183. 

会議報告 

/口頭発表 
記憶の衰え尺度を用いた年齢差の検討 

島内晶・佐藤眞一・西村

昭徳 
2016.05 日本発達心理学会第 27 回大会 

会議報告 

/口頭発表 

施設入居に伴う社会関係の変化への対処方

略―高齢の視覚障がい者を対象として― 
豊島 彩,佐藤眞一 2016.06 第 58 回老年社会科学会大会 

会議報告 

/口頭発表 

認知症高齢者を対象としたロボットによる

対話支援 

桑村海光・西尾修一・佐

藤眞一 
2016.06 第 30 回人工知能学会全国大会 

会議報告 

/口頭発表 

自主シンポジウム「何ができるか？ 認知

症臨床」 

大庭 輝，藤田 雄，梨

谷竜也，扇澤史子，岡本

祐子，佐藤眞一 

2016.09 第 35 回日本心理臨床学会秋季大会 

会議報告 

/口頭発表 

【大会シンポジウム】プロダクティブ・エ

イジング時代における産官学の役割 

田中逸郎・芳村幸治・藤

田綾子・佐藤眞一 
2016.10 第 11 回日本応用老年学会大会 

会議報告 

/口頭発表 

日常会話形式による認知症スクリーニング

法の開発：認知症に見られる日常会話の特

徴に関する検討 

大庭輝・佐藤眞一・数井

裕光・新田慈子・梨谷竜

也・神山晃男 

2016.10 第 11 回日本応用老年学会大会 

会議報告 

/口頭発表 

日常会話能力を維持する高齢者の社会的認

知機能評価法の検討 
新田慈子・佐藤眞一 2016.10 

 

会議報告 

/口頭発表 

日常会話形式による認知症スクリーニング

法の開発と医療介護連携 
佐藤眞一 2016.11 

第 24 回ニッセイ財団高齢社会ワークショ

ップ 

会議報告 

/口頭発表 

メタ記憶の自己認識類型と精神的健康度と

の関連―記憶の自信と衰えの自覚における

年齢差からの検討― 

島内晶・佐藤眞一・西村

昭徳 
2017.03 日本発達心理学会第 28 回大会 

国際会議 

（proc.あり） 

Age differences in the relationship 

between internet use and personality 

Aya Toyoshima, 

Shinichi Sato 
2016.07 

The 31th International Congress of 

Psychology 

国際会議 

（proc.あり） 

Age effects in the relation between the 

decline of awareness of a memory and 

the degree of confidence in the memory. 

Shimanouchi, A., Sato, 

S. and Nishimura, A. 
2016.07 

The 31th International Congress of 

Psychology, Yokohama, Japan. 

国際会議 

（proc.あり） 

Effects of staff training on confidence 

levels: A comparison between seminar 

training and case conference training. 

Oba, H. and Sato, S. 2016.07 
The 31th International Congress of 

Psychology, Yokohama, Japan. 

国際会議 

（proc.あり） 

Own recognition of confidence in a 

memory and decline of awareness of the 

memory: Inrelation to well-being. 

Nishimura, A., 

Shimanouchi, A. and 

Sato, S. 

2016.07 
The 31th International Congress of 

Psychology, Yokohama, Japan. 

大学・研究所 

等の報告 

認知症ケアにおけるアンドロイドの認知・

行動学的意義と中高年ボランティアによる

コミュニケーションの試み（最終報告） 

佐藤眞一 2016.07 2015 三菱財団研究・事業報告書 

大学・研究所 

等の報告 

Examination of the relationship between 

preference for solitude and emotional 

well-being after controlling for the effect 

of loneliness 

Aya Toyoshima, 

Shinichi Sato 
2017.03 Osaka Human Sciences 3 巻 p1-13 
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臨床死生学・ 

臨床老年行動学 
佐藤 眞一 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

大学・研究所 

等の報告 

心理学的知恵研究の展望と発達的検討 ―

「知恵のある」状態の連続性と非連続性― 

春日彩花, 佐藤眞一, 高

橋正実 
2017.03 生老病死の行動科学 21 巻 

解説・総説 高齢者心理学の歴史と展開 佐藤眞一 2016.10 Aging & Health 25(3), 12-15. 

教科書 よくわかる高齢者心理学 佐藤眞一・権藤恭之編 2016.06 ミネルヴァ書房 

辞典 認知症ケア用語辞典 

一般社団法人認知症ケ

ア学会認知症ケア用語

辞典編纂員会編 

2016.11 一般社団法人認知症ケア学会 

翻訳作品 老後生活心事典（後半生のこころの事典） 佐藤眞一著・吳佩俞訳 2016.05 台湾：晨星 

翻訳作品 

為什麼任性的父母更長壽？理解老後行為和

心理的轉變，和父母相處得更自在愉快（ご

老人は謎だらけ 老年行動学が解き明か

す）改題 第 2 版 

佐藤眞一著，林美琪訳 2016.10 台湾：木馬文化 

その他 
訪問看護事業所における遺族支援の実態調

査報告書 

中里和弘・島田千穂・舞

鶴史絵・野田京・佐藤眞

一 

2016.04 
地方独立行政法人 東京都健康長寿医療セ

ンター研究所 

その他 
ソーシャル・キャピタル―可視化される

「絆」― 
佐藤眞一 2016.06 福祉介護テクノプラス 9(6), 1-5. 

その他 
ハッピー・エイジングに向けた高齢期の心

のあり方 
佐藤眞一 2016.10 FJC 42, 8-9. 

その他 
特集を読んで（特集 超高齢社会における

共生を考える） 
佐藤眞一 2017.03 未来共生学 4, 110-125. 

 

臨床死生学・ 

臨床老年行動学 
権藤 恭之 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Association of Occlusal Force with 

Cognition in Independent Older 

Japanese People 

Takeshita, H., Ikebe, 

K., Gondo, Y., Inagaki, 

H., Masui, Y., Inomata, 

C.,Mihara, Y., Uota, 

M., Matsuda,K., 

Kamide, K., 

Takahashi, R., Arai, Y., 

and Maeda, Y 

2016.04 
JDR Clinical & Translational Research 1

巻 1 号 p69-76 

学術論文 

ICC-dementia (International 

Centenarian Consortium - dementia): an 

international consortium to determine 

the prevalence and incidence of dementia 

in centenarians across diverse 

ethnoracial and sociocultural groups 

Brodaty, H., Woolf, C., 

Andersen, S., Barzilai, 

N., Brayne, C., 

Cheung, K.S., Corrada, 

M.M., Crawford, J.D., 

Daly, C., Gondo, Y., 

Hagberg, B., Hirose, 

N., Holstege, H., 

Kawas, C., Kaye, J., 

Kochan, N.A., Lau, 

B.H., Lucca, U., 

Marcon, G., Martin, P., 

Poon, L.W., Richmond, 

R., Robine, J.M., Skoog, 

I., Slavin, M.J., 

Szewieczek, J., 

Tettamanti, M., Viña, 

J., Perls, T., and 

Sachdev, P.S. 

2016.04 BMC Neurology 2016 16:52 

学術論文 
余暇活動と認知機能の関連－地域在住高齢

者を対象として 

小園麻里菜, 権藤恭之, 

小川まどか, 石岡良子, 

増井幸恵, 中川威, 田渕

恵, 立平起子, 池邉一典, 

神出計, 新井康通, 石崎
達郎, 高橋龍太郎 

2016.04 老年社会科学 38 巻 1 号 p32-44 
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臨床死生学・ 

臨床老年行動学 
権藤 恭之 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Differences in the association between 

high blood pressure and cognitive 

functioning among the general Japanese 

population aged 70 and 80 years: The 

SONIC study. 

Ryuno H, Kamide K, 

Gondo Y, Nakama C, 

Oguro R, Kabayama M, 

Kawai T, Kusunoki H, 

Yokoyama S, Imaizumi 

Y, Takeya M, 

Yamamoto H, Takeda 

M, Takami Y, Itoh N, 

Yamamoto K, Takeya 

Y, Sugimoto K, 

Nakagawa T, Ikebe K, 

Inagaki H, Masui Y, 

Ishizaki T, Takayama 

M, Arai Y, Takahashi 

R, Rakugi H 

2016.07 

Hypertension research : official journal of 

the Japanese Society of Hypertension 39

巻 7 号 p557-63 

学術論文 Cognition Ishioka, Y.,Gondo, Y 2017.01 
Encyolopedia of Geropsychology N.A. 

Pachana 編 

学術論文 

SONIC Study:A longitudinal Cohort 

Study of the Older People as Part of a 

Centenarian Study 

Gondo, Y., Masui, Y., 

Kamide, K., Ikebe, K., 

Arai, Y., and Ishizaki, 

T 

2017.01 
Encyolopedia of Geropsychology N.A. 

Pachana 編 

学術論文 
Tokyo Centenarian Study and Japan 

Semi-supercentenarian Study 

Inagaki, H., Arai, Y., 

Gondo, Y., and Hirose, 

N. 

2017.01 
Encyolopedia of Geropsychology N.A. 

Pachana 編 

会議報告 

/口頭発表 

性格傾向と長寿の関係を食行動は媒介する

のか。―高齢期における性格特性と食品摂

取パターンとの関連― 

権藤恭之 2016.10 第 38 回日本臨床栄養学会 

会議報告 

/口頭発表 

自己調節方略のライフコース（４）―将来

の研究の展望― 
権藤恭之 2017.03 日本発達心理学会 

大学・研究所 

等の報告 

高齢者の健康を高める、実践知の集約―健

康長寿達成者の生活から健康長寿の方略を

学ぶ― 

権藤恭之,安元佐織,中川

威,池邊一典,神出計,小園

麻里菜 

2016.06 
大阪ガスグループ福祉財団 調査・研究報

告集 29 号 

解説・総説 
We must make use of the wisdom of our 

senior citizens 
Yasuyuki Gondo 2016.04 My Vision 20 号 Noriyuki Yanagawa 編 

解説・総説 加齢低下が少ない認知機能 権藤恭之 2016.06 
よくわかる高齢者心理学 p46-47 佐藤眞

一,権藤恭之編 

解説・総説 感覚器の老化の特徴 権藤恭之 2016.06 
よくわかる高齢者心理学 p8-9 佐藤眞一,

権藤恭之編 

解説・総説 社会の中の高齢者 権藤恭之 2016.06 佐藤眞一,権藤恭之編 

解説・総説 身体の老化の特徴 権藤恭之 2016.06 
よくわかる高齢者心理学 p4-5 佐藤眞一,

権藤恭之編 

解説・総説 生物の老化 権藤恭之 2016.06 
よくわかる高齢者心理学 p2-3 佐藤眞一,

権藤恭之編 

解説・総説 選択最適化補償理論（SOC 理論） 権藤恭之 2016.06 
よくわかる高齢者心理学 p34-35 佐藤眞

一,権藤恭之編 

解説・総説 全般的速度低下理論 権藤恭之 2016.06 
よくわかる高齢者心理学 p42-43 佐藤眞

一,権藤恭之編 

解説・総説 認知加齢の個人差に関する理論 権藤恭之 2016.06 
よくわかる高齢者心理学 p48-49 佐藤眞

一,権藤恭之編 

解説・総説 認知機能の低下に対する補償理論 権藤恭之 2016.06 
よくわかる高齢者心理学 p50-51 佐藤眞

一,権藤恭之編 

解説・総説 年齢とは何か 権藤恭之 2016.06 
よくわかる高齢者心理学 p12-13 佐藤眞

一,権藤恭之編 

解説・総説 脳の老化の特徴 権藤恭之 2016.06 
よくわかる高齢者心理学 p6-7 佐藤眞一,

権藤恭之編 

解説・総説 
超高齢期の心理的特徴―幸福感に関する知

見 
権藤恭之 2016.10 Aging & Health 25 巻 3 号 p28-31 

解説・総説 百寿者から学ぶ健康長寿とは 権藤恭之 2016.11 
超高齢社会を生きる―老いに寄り添う心理

学 p37-52 長田久雄・箱田裕司編 

解説・総説 
老年的超越の発達を促す社会的側面―社会

的ネットワークと社会的活動に関する考察 
権藤恭之 2017.02 

Geriatric Medicine（老年医学） 55 巻 2

号 p151-154 
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臨床死生学・ 

臨床老年行動学 
権藤 恭之 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

解説・総説 百寿者研究から見た望ましい老いのあり方 権藤恭之 2017.03 
環境と健康 30 巻 1 号 p14-23 山岸秀夫

（代表）編 

専門著書 よくわかる高齢者心理学 佐藤眞一,権藤恭之 2016.06 ミネルヴァ書房 

専門著書 日本の読者へのメッセージ 権藤恭之 2017.01 晃洋書房 

その他 Technology and old age in Japan Gondo, Y. 2016.10 
Angewandte GERONTOLOGIE 

Appliquée p28-30 

 

臨床死生学・ 

臨床老年行動学 
豊島 彩 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

若者における高齢者虐待の認識度と高齢者

への態度との関連 : 虐待の背景に着目し

て 

豊島 彩,田渕 恵,佐藤

眞一 
2016.10 老年社会科学 38 巻 3 号 p308-318 

会議報告 

/口頭発表 

施設入居に伴う社会関係の変化への対処方

略―高齢の視覚障がい者を対象として― 
豊島 彩,佐藤眞一 2016.06 第 58 回老年社会科学会大会 

国際会議 

（proc.あり） 

Age differences in the relationship 

between internet use and personality 

Aya Toyoshima, 

Shinichi Sato 
2016.07 

The 31th International Congress of 

Psychology 

大学・研究所 

等の報告 

Examination of the relationship between 

preference for solitude and emotional 

well-being after controlling for the effect 

of loneliness 

Aya Toyoshima, 

Shinichi Sato 
2017.03 Osaka Human Sciences 3 巻 p1-13 

 

環境行動学 三好 恵真子 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

中国における漁業管理制度の限界と実行方

式の再検討―浙江省舟山新区海域を事例と

して― 

胡毓瑜,三好恵真子 2016.10 生活学論叢 第 28 号, 31-45 

学術論文 

導入プロセスと住民の意識構造から捉え直

す離島のエネルギー転換のあり方―八丈島

地熱発電利用拡大検討事業を事例として― 

松村悠子,三好恵真子 2016.10 生活学論叢 第 29 号, 1-14 

学術論文 

Pragmatism and Ruskin’s Idea of 

Beauty: The Relativity of Color and Form 

Considered from Peirce’s Phenomenology 

Pragmatism and 

Ruskin’s Idea of 

Beauty: The Relativity 

of Color and Form 

Considered from 

Peirce’s 

Phenomenology 

2017.03 Osaka Human Sciences Vol.3, 137-152 

学術論文 
価値論の歴史から見るラスキンの固有価値

論 
橘高彫斗，三好恵真子 2017.03 大阪大学人間科学紀要 第 43 号，1-22 

学術論文 

調理用ブレードミルによる乾燥食材の粉砕

と回転速度の関係－ジュサー、ミキサー、

プロセッサーの動力学－ 

姉崎正治，三好恵真子 2017.03 New Food Industry VoL.59, No.3, 37-46 

学術論文 
離島地域自立の一翼−離島の地域企業によ

るエネルギー事業− 
松村悠子，三好恵真子 2017.03 大阪大学人間科学紀要 第 43 号，23-44 

会議報告 

/口頭発表 

観光地におけるピクトグラムの現状と今後

の展望―わかりやすさから生じる標準化と

多様化の意義― 

小泉沙織，三好恵真子 2016.05 
日本生活学会 第 43 回大会 日本生活学会 

第 43 回大会 

会議報告 

/口頭発表 

原子力損害賠償制度における行政裁量とそ

の問題点―「外部性」の「内部化」という

視点からの一考察― 

佐桑諒，三好恵真子 2016.05 日本生活学会 第 43 回大会 

会議報告 

/口頭発表 

地熱発電開発の社会的受容―八丈島地熱発

電所を事例として― 
松村悠子，三好恵真子 2016.05 日本生活学会 第 43 回大会 

会議報告 

/口頭発表 

中国における E-Waste の回収に関する研

究―鶴崗市を事例として― 

董雪晨，胡毓瑜，三好恵

真子 
2016.05 日本生活学会 第 43 回大会 
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環境行動学 三好 恵真子 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 

中国におけるカーボンフットプリント

（CFP）の現状と課題―市民の認知度から

の考察及び普及に向けての展望― 

沈潔，胡毓瑜，三好恵真

子 
2016.05 日本生活学会 第 43 回大会 

会議報告 

/口頭発表 

中国舟山における漁獲方式の変化と漁民の

生活様式の変容―嵊山島の漁民を事例とし

て― 

胡毓瑜，三好恵真子 2016.05 日本生活学会 第 43 回大会 

会議報告 

/口頭発表 

調理用ブレードミルによる乾燥食材の粉砕

と回転速度の関係 
姉崎正治，三好恵真子 2016.05 日本生活学会 第 43 回大会 

会議報告 

/口頭発表 

舟山における漁民の実情とそれに基づく漁

業資源管理制度の実行方式に関する考察 
胡毓瑜，三好恵真子 2016.06 日本現代中国学会 2016年度 関西部会大会 

会議報告 

/口頭発表 

非鉄金属鉱業史から見た鉱山地域社会の持

続性に関する試論 
姉崎正治，三好恵真子 2016.09 

平成 27 年度廃棄物資源循環学会研究発表

大会 

会議報告 

/口頭発表 

島嶼性から捉え直す：地域社会で持続可能

なエネルギー開発実践に関する研究 
松村悠子,三好恵真子 2016.12 2016 年対馬学フォーラム 

国際会議 

（proc.あり） 

系统论视角下渔民生产生活状况和渔业资源

管理模式的关系 
胡毓瑜，三好恵真子 2016.08 

第十回国際セミナー「現代中国と東アジア

の新環境」 

大学・研究所 

等の報告 

リスク社会における環境問題への挑戦—実

践志向型地域研究，個人の中での文理融合

— 

三好 恵真子 2016.10 
まちかね Café「21 世紀課題群をめぐる文

理の対話」第２回研究セミナー 

大学・研究所 

等の報告 

不可視のリスクに起因する不安のコミュニ

ケーションをどう捉えるべきか—リスク社

会における課題と未来への展望— 

三好 恵真子 2016.11 第 4 回人間科学セミナー 

 

環境行動学 青野 正二 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
都市空間における自然環境の望ましさに関

する評価構造について 
青野正二，記虎佳大 2016.12 

日本音響学会騒音・振動研究会 

N-2016-58, pp.1-8 

 

環境行動学 小林 清治 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 
生活における損害とその対応に関する研究 

橘高 彫斗，佐桑 諒，小

林清治 
2016.05 日本生活学会 第 43 回大会 

 

環境行動学 HU YUYU 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

中国における漁業管理制度の限界と実行方

式の再検討―浙江省舟山新区海域を事例と

して― 

胡毓瑜,三好恵真子 2016.10 生活学論叢 第 28 号, 31-45 

国際会議 

（proc.あり） 

系统论视角下渔民生产生活状况和渔业资源

管理模式的关系 
胡毓瑜，三好恵真子 2016.08 

第十回国際セミナー「現代中国と東アジア

の新環境」 

 

安全行動学 臼井 伸之介 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Behavioral characteristics in 

Emergencies: Comparison before and 

after a time limit 

Ueda, M., Wada, K., 

and Usui, S. 
2016.04 応用心理学研究(英文特集号) 42 巻 p36-45 

学術論文 
Relationship between traffic violations 

and risk-taking in daily life 

Shingo MORIIZUMI, 

Shinnosuke USUI, & 

Hiroshi NAKAI 

2016.07 
応用心理学研究英文特集号 43(special 

edition), 46-52. 

学術論文 

Decline in Risk Perception When Using 

Chemicals as Tools - Suggestions for 

Laboratory Safety 

Toshiyuki Tachikake, 

Hideki Momose, Kengo 

Tomita, Ikuya Shibata, 

Hitoshi Yamamoto, 

Shinnosuke Usui 

2016.08 
Journal of Environment and Safety 7 巻 

2 号 p133-139 
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安全行動学 臼井 伸之介 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

How do user experiences with different 

transport modes affect the risk of traffic 

accidents?  From the viewpoint of 

licence possession status. 

Hiroshi NAKAI & 

Shinnosuke 
2017.01 

Accident Analysis and Prevention 99 巻 

p242-248 

会議報告 

/口頭発表 

The effect of experience with using 

different modes of transport on the risk 

of traffic accidents : From the viewpoint 

of licence possession status 

Hiroshi NAKAI & 

Shinnosuke USUI 
2016.06 

31st International Congress of 

Psychology, Yokohama, Japan. 

会議報告 

/口頭発表 

Ways to conduct safety training and 

practical education for nurses in 

middle-sized or large-sized hospitals in 

Japan. 

Yuko ADACHI, 

Tomoichiro 

MATSUMOTO & 

Shinnosuke USUI 

2016.06 
31st International Congress of 

Psychology (ICP2016). Yokohama, Japan 

会議報告 

/口頭発表 

感謝型メッセージによる自動車運転中のネ

ガティブ行動抑制に関する研究 
五十嵐彩那・臼井伸之介 2016.06 

日本人間工学会第 57 回大会発表論文集 

386-387 

会議報告 

/口頭発表 

操船シミュレータによる訓練生の状況認識

の特徴 

小西宗・渕真輝・藤本昌

志・廣野康平・臼井伸之

介・田邊伸吾 

2016.06 
日本人間工学会第 57 回大会発表論集 

410-411 

会議報告 

/口頭発表 

リスク受容経験とベネフィット認知・リス

ク受容との関係 
森泉慎吾, 臼井伸之介 2016.08 

 

会議報告 

/口頭発表 

小学校内での負傷予防を目指した安全教育

の有効性検証 

中井 宏・岡 真裕美・

臼井伸之介・森泉慎吾 
2016.09 

日本応用心理学会第 83 回大会発表論文集 

97 

会議報告 

/口頭発表 

感謝メッセージとその提示状況による速度

抑制に関する研究 
五十嵐彩那・臼井伸之介 2016.12 

平成 28 年度交通科学研究会学術研究発表

会講演論文集 37-38 

会議報告 

/口頭発表 

連携作業における作業条件の変化がパフォ

ーマンスに与える影響について 

酒井潔，森泉慎吾，太子

のぞみ，臼井伸之介 
2016.12 

平成 28 年度日本人間工学会関西支部大会

講演論文集 p64-65 

国際会議 

(proc.なし) 

Effect of focusing on either risk or benefit 

of risk-taking on the tendency to take 

risks 

Shingo MORIIZUMI, 

Shinnosuke USUI 
2016.07 

 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 一般社団法人交通科学研究会優秀発表賞   五十嵐彩那，臼井伸之介 2016.12 交通科学研究会 

 

安全行動学 森泉 慎吾 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
Relationship between traffic violations 

and risk-taking in daily life 

Shingo MORIIZUMI, 

Shinnosuke USUI, & 

Hiroshi NAKAI 

2016.07 
応用心理学研究英文特集号 43(special 

edition), 46-52. 

会議報告 

/口頭発表 

リスク受容経験とベネフィット認知・リス

ク受容との関係 

森泉 慎吾, 臼井 伸之

介 
2016.08 

 

会議報告 

/口頭発表 

リスク受容に伴うベネフィットがリスク受

容判断の合理性に及ぼす影響 
森泉 慎吾 2016.09 

産業・組織心理学会第 32 回大会発表論文

集 193-196. 

会議報告 

/口頭発表 

小学校内での負傷予防を目指した安全教育

の有効性検証 

中井 宏・岡 真裕美・

臼井伸之介・森泉慎吾 
2016.09 

日本応用心理学会第 83 回大会 日本応用心

理学会第 83 回大会発表論文集 97 

会議報告 

/口頭発表 

連携作業における作業条件の変化がパフォ

ーマンスに与える影響について 

酒井潔，森泉慎吾，太子

のぞみ，臼井伸之介 
2016.12 

平成 28 年度日本人間工学会関西支部大会

講演論文集 p64-65 

国際会議 

（proc.なし） 

Effect of focusing on either risk or benefit 

of risk-taking on the tendency to take 

risks 

Shingo MORIIZUMI, 

Shinnosuke USUI 
2016.07 
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６－１－２．行動生態学 

比較発達心理学 金澤 忠博 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 

掲載誌巻号 

頁／発行元 

学術論文 8～9歳齢極低出生体重児における注意機能 

井﨑基博・金澤忠博・日

野林俊彦・難波あづさ・上

倉彩香・北島博之 

2016.06 言語聴覚研究 13巻 2号 p68-76 

会議報告 

/口頭発表 

一人っ子女子は早熟で、乳幼児への関心が

低いのか-日本全国 4693人の児童・生徒の

分析- 

日野林俊彦，清水真由

子，金澤忠博，南徹弘，

糸魚川直祐 

2016.04 日本発達心理学会第 27回大会 p.593 

会議報告 

/口頭発表 

自閉スペクトラム症児の母親との分離・再開場

面における行動 

前田早紀, 永井祐也, 日

野林俊彦, 金澤忠博 
2016.04 

日本発達心理学会第 27回大会論文集 

p490- 

会議報告 

/口頭発表 

実験的絵本共有場面における自閉スペクトラ

ム症児の視線行動―アイトラッカーによる分析

― 

島藤安奈, 永井祐也, 日

野林俊彦, 金澤忠博 
2016.04 

日本発達心理学会第 27回大会論文集 

p523- 

会議報告 

/口頭発表 

重度自閉スペクトラム症男児の認知・行動の

発達的変化 

金澤忠博, 永井祐也, 前

田早紀 
2016.04 

日本発達心理学会第 27回大会論文集 

p413- 

会議報告 

/口頭発表 

自閉スペクトラム症児の母親の育児ストレスを

規定する子どもの要因 

永井祐也, 前田早紀, 日

野林俊彦, 金澤忠博 
2016.05 日本発達心理学会第 27回大会 

会議報告 

/口頭発表 

学齢期超低出生体重児の注意機能や読み能

力とビタミン E長期投与の関係 

120. 井﨑基博，金澤忠

博，平野慎也，白石淳，

望月成隆，山本悦代，田

島真知子，北島博之 

2016.06 
第 37回ハイリスク児フォローアップ研究会抄

録集 

会議報告 

/口頭発表 

乳幼児期のビタミンE長期投与が超低出生体

重児の発達に及ぼす影響 

北島博之，平野慎也，藤

村正哲，金澤忠博，荻原

享，森 臨太郎 

2016.06 ハイリスク児フォローアップ研究会抄録集 

会議報告 

/口頭発表 

自閉スペクトラム症児の早期社会コミュニケー

ションと不適応行動 

永井祐也，日野林俊彦，

金澤忠博 
2016.09 日本特殊教育学会第 54回大会論文集 

会議報告 

/口頭発表 

多胎児の発達障害様の症状（シンポジウム

「多胎の胎内干渉」） 
金澤 忠博 2016.11 

第 4回新胎児学研究会 第 4回新胎児学研

究会抄録集 

会議報告 

/口頭発表 
5・6歳児における感謝の理解と仲間関係 

清水(加藤)真由子, 青木

奈美, 金澤忠博, 日野林

俊彦 

2017.03 
日本発達心理学会第 28回大会論文集 

p593- 

会議報告 

/口頭発表 

PECSは自閉スペクトラム症児の早期社会コミ

ュニケーション行動の発達を促すのか？ 

永井祐也，前田早紀，蒔

田恭子，田崎榛菜，島藤

安奈，日野林俊彦，金澤

忠博 

2017.03 日本発達心理学会第 28大会論文集 

会議報告 

/口頭発表 

自閉スペクトラム症児における自発的模倣と

共同注意 

蒔田恭子，永井祐也，日

野林俊彦，金澤忠博 
2017.03 日本発達心理学会第 28大会論文集 

会議報告 

/口頭発表 

自閉スペクトラム症児の玩具を用いた遊びの

限局性と大人の注意共有方略に対する反応 

田崎榛菜，永井祐也，前

田早紀，蒔田恭子，日野

林俊彦，金澤忠博 

2017.03 日本発達心理学会第 28大会論文集 

会議報告 

/口頭発表 

実験的絵本共有場面の自閉スペクトラム症児

の視線行動（2）―定型発達児との比較から― 

島藤安奈，永井祐也，前

田早紀，日野林俊彦，金

澤忠博 

2017.03 日本発達心理学会第 28大会論文集 

会議報告 

/口頭発表 

重度自閉症男児の PECS を用いた個別療

育の事例報告―10 年間の縦断的変化―（シ

ンポジウム「自閉スペクトラム症児の 社会コミ

ュニケーション領域の発達支援と PECS」） 

金澤 忠博 2017.03 日本発達心理学会第 28大会論文集 

会議報告 

/口頭発表 

日本女性の平均初潮年齢の動向―2015年 2

月における全国 41,838人の小・中学生の調

査結果より― 

日野林俊彦，清水（加藤）

真由子，金澤忠博，南徹

弘，糸魚川直祐 

2017.03 
日本発達心理学会第 28大会 日本発達心理

学会第 28大会論文集 

会議報告 

/口頭発表 

母子の相互交渉場面における行動・発話の

特徴―アタッチメントとWarmthの観点から― 

前田早紀，島藤安奈，日

野林俊彦，金澤忠博 
2017.03 

日本発達心理学会第 28大会 日本発達心理

学会第 28大会論文集 

国際会議 

(proc.なし) 

Effect of intervention on joint attention 

strategies used by mothers of 

preschoolers with autism spectrum 

disorders． 

Nagai, Y., Tasaki, H., 

Maeda, S., 

Hinobayashi, T., 

Kanazawa, T. 

2016.07 

31st International Congress of 

Psychology International Journal of 

Psychology 51巻 p418- 
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比較発達心理学 金澤 忠博 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 

掲載誌巻号 

頁／発行元 

国際会議 

(proc.なし) 

Imitation and gaze direction during 

interaction with others in children 

developmental disorders． 

Makita, K., Nagai, Y., 

Hinobayashi, T., & 

Kanazawa, T.  

2016.07 

31st International Congress of 

Psychology International Journal of 

Psychology 51巻 p417- 

国際会議 

(proc.なし) 

Longitudinal change in play durations of 

children with autism spectrum disorders 

associated with joint attention strategies 

of adults． 

Tasaki, H., Nagai, Y., 

Maeda, S., 

Hinobayashi, T., 

Kanazawa, T. 

2016.07 

31st International Congress of 

Psychology International Journal of 

Psychology 51巻 p423- 

国際会議 

(proc.なし) 

Menarche and interest in infants among 

Japanese schoolgirls 

Toshihiko 

Hinobayashi,Mayuko 

K. Shimizu,Tadahiro 

Kanzawa,Tetsuhiro 

Minami,Naosuke 

Itoigawa  

2016.07 

The 31st International Congress of 

Psycholgy International Journal of 

Psychology p384-384 

国際会議 

(proc.なし) 

Parenting stress in mothers of 

preschoolers with autism spectrum 

disorders related to child 

characteristics． 

Nagai, Y., Maeda, S., 

Hinobayashi, T., & 

Kanazawa, T.  

2016.07 

31st International Congress of 

Psychology International Journal of 

Psychology 51巻 p418- 

国際会議 

(proc.なし) 

The relation between reading abilities 

and attention among school-aged 

extremely low-birth-weight children. 3 

Isaki, M., Kanazawa, 

T., Kamada, J., 

Hinobayashi, T & 

Kitajima, H.  

2016.07 
31st International Congress of 

Psychology 

 

比較発達心理学 日野林 俊彦 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 8～9歳齢極低出生体重児における注意機能 

井﨑基博・金澤忠博・日

野林俊彦・難波あづさ・上

倉彩香・北島博之 

2016.06 言語聴覚研究 13巻 2号 p68-76 

会議報告 

/口頭発表 

一人っ子女子は早熟で、乳幼児への関心が

低いのか-日本全国 4693人の児童・生徒の

分析- 

日野林俊彦，清水真由

子，金澤忠博，南徹弘，

糸魚川直祐 

2016.04 日本発達心理学会第 27回大会 p.593 

会議報告 

/口頭発表 

自閉スペクトラム症児の母親との分離・再開場

面における行動 

前田早紀, 永井祐也, 日

野林俊彦, 金澤忠博 
2016.04 

日本発達心理学会第 27回大会論文集 

p490- 

会議報告 

/口頭発表 

実験的絵本共有場面における自閉スペクトラ

ム症児の視線行動―アイトラッカーによる分析

― 

島藤安奈, 永井祐也, 日

野林俊彦, 金澤忠博 
2016.04 

日本発達心理学会第 27回大会論文集 

p523- 

会議報告 

/口頭発表 

自閉スペクトラム症児の母親の育児ストレスを

規定する子どもの要因 

永井祐也, 前田早紀, 日

野林俊彦, 金澤忠博 
2016.05 日本発達心理学会第 27回大会 

会議報告 

/口頭発表 

自閉スペクトラム症児の早期社会コミュニケー

ションと不適応行動 

永井祐也，日野林俊彦，

金澤忠博 
2016.09 日本特殊教育学会第 54回大会論文集 

会議報告 

/口頭発表 
5・6歳児における感謝の理解と仲間関係 

清水(加藤)真由子, 青木

奈美, 金澤忠博, 日野林

俊彦 

2017.03 
日本発達心理学会第 28回大会論文集 

p593- 

会議報告 

/口頭発表 

PECSは自閉スペクトラム症児の早期社会コ

ミュニケーション行動の発達を促すのか？ 

永井祐也，前田早紀，蒔

田恭子，田崎榛菜，島藤

安奈，日野林俊彦，金澤

忠博 

2017.03 日本発達心理学会第 28大会論文集 

会議報告 

/口頭発表 

自閉スペクトラム症児における自発的模倣と

共同注意 

蒔田恭子，永井祐也，日

野林俊彦，金澤忠博 
2017.03 日本発達心理学会第 28大会論文集 

会議報告 

/口頭発表 

自閉スペクトラム症児の玩具を用いた遊びの

限局性と大人の注意共有方略に対する反応 

田崎榛菜，永井祐也，前

田早紀，蒔田恭子，日野

林俊彦，金澤忠博 

2017.03 日本発達心理学会第 28大会論文集 

会議報告 

/口頭発表 

実験的絵本共有場面の自閉スペクトラム症児

の視線行動（2）―定型発達児との比較から― 

島藤安奈，永井祐也，前

田早紀，日野林俊彦，金

澤忠博 

2017.03 日本発達心理学会第 28大会論文集 

会議報告 

/口頭発表 

日本女性の平均初潮年齢の動向―2015年 2

月における全国 41,838人の小・中学生の調

査結果より― 

日野林俊彦，清水（加藤）

真由子，金澤忠博，南徹

弘，糸魚川直祐 

2017.03 日本発達心理学会第 28大会論文集 
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比較発達心理学 日野林 俊彦 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 

母子の相互交渉場面における行動・発話の

特徴―アタッチメントとWarmthの観点から― 

前田早紀，島藤安奈，日

野林俊彦，金澤忠博 
2017.03 日本発達心理学会第 28大会論文集 

国際会議 

(proc.なし) 

Effect of intervention on joint attention 

strategies used by mothers of 

preschoolers with autism spectrum 

disorders． 

Nagai, Y., Tasaki, H., 

Maeda, S., 

Hinobayashi, T., 

Kanazawa, T. 

2016.07 

31st International Congress of 

Psychology International Journal of 

Psychology 51巻 p418- 

国際会議 

(proc.なし) 

Imitation and gaze direction during 

interaction with others in children 

developmental disorders． 

Makita, K., Nagai, Y., 

Hinobayashi, T., & 

Kanazawa, T.  

2016.07 

31st International Congress of 

Psychology International Journal of 

Psychology 51巻 p417- 

国際会議 

(proc.なし) 

Longitudinal change in play durations of 

children with autism spectrum disorders 

associated with joint attention strategies 

of adults． 

Tasaki, H., Nagai, Y., 

Maeda, S., 

Hinobayashi, T., 

Kanazawa, T. 

2016.07 

31st International Congress of 

Psychology International Journal of 

Psychology 51巻 p423- 

国際会議 

(proc.なし) 

Menarche and interest in infants among 

Japanese schoolgirls 

Toshihiko 

Hinobayashi,Mayuko 

K. Shimizu,Tadahiro 

Kanzawa,Tetsuhiro 

Minami,Naosuke 

Itoigawa  

2016.07 

The 31st International Congress of 

Psycholgy International Journal of 

Psychology p384-384 

国際会議 

(proc.なし) 

Parenting stress in mothers of 

preschoolers with autism spectrum 

disorders related to child 

characteristics． 

Nagai, Y., Maeda, S., 

Hinobayashi, T., & 

Kanazawa, T.  

2016.07 

31st International Congress of 

Psychology International Journal of 

Psychology 51巻 p418- 

国際会議 

(proc.なし) 

The relation between reading abilities 

and attention among school-aged 

extremely low-birth-weight children. 3 

Isaki, M., Kanazawa, 

T., Kamada, J., 

Hinobayashi, T & 

Kitajima, H.  

2016.07 
31st International Congress of 

Psychology 

 

比較発達心理学 清水 真由子 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 

一人っ子女子は早熟で、乳幼児への関心が

低いのか-日本全国 4693人の児童・生徒の

分析- 

日野林俊彦，清水真由

子，金澤忠博，南徹弘，

糸魚川直祐 

2016.04 日本発達心理学会第 27回大会 p.593 

会議報告 

/口頭発表 
5・6歳児における感謝の理解と仲間関係 

清水(加藤)真由子, 青木

奈美, 金澤忠博, 日野林

俊彦 

2017.03 
日本発達心理学会第 28回大会論文集 

p593- 

会議報告 

/口頭発表 

日本女性の平均初潮年齢の動向―2015年 2

月における全国 41,838人の小・中学生の調

査結果より― 

日野林俊彦，清水（加藤）

真由子，金澤忠博，南徹

弘，糸魚川直祐 

2017.03 日本発達心理学会第 28大会論文集 

国際会議 

(proc.なし) 

Menarche and interest in infants among 

Japanese schoolgirls 

Toshihiko 

Hinobayashi,Mayuko 

K. Shimizu,Tadahiro 

Kanzawa,Tetsuhiro 

Minami,Naosuke 

Itoigawa  

2016.07 

The 31st International Congress of 

Psycholgy International Journal of 

Psychology p384-384 

 

行動生理学 志村   剛 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Activation of mu-opioid receptors in the 

ventral pallidum decreases the negative 

hedonic evaluation of a conditioned 

aversive taste in rats. 

Inui T, Shimura T 2016.11 Behavioural Brain Research in press 

学術論文 

Midazolam impairs the retrieval of 

conditioned taste aversion via opioidergic 

transmission in mice. 

Yasoshima Y, Shimura 

T 
2017.01 Neuroscience Letters in press 

解説・総説 美味しさ・不味さの脳機構 志村 剛 2017.01 生産と技術 69: 76-78 
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行動生理学 八十島  安伸 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Midazolam impairs the retrieval of 

conditioned taste aversion via opioidergic 

transmission in mice 

Yasoshima Y, Shimura 

T. 
2017.01 Neuroscience Letters 636: 64-69 

学術論文 

Systemic administration of anorexic gut 

peptide hormones impairs 

hedonic-driven sucrose consumption in 

mice. 

Yamaguch E, 

Yasoshima Y, Shimura 

T.  

2017.03 Physiology & Behavior 171: 158-164. 

会議報告 

/口頭発表 

甘味呈味物摂取への希求と渇望に関わる脳

メカニズム 
八十島安伸、志村剛 2016.09 

第３８回日本生物学的精神医学会・第５９回日

本神経化学会大会合同年会 第 38回日本生

物学的精神医学会大会抄録集 

解説・総説 
感覚・情報・学習を介した食嗜好とその脳基

盤 
八十島安伸 2017.03 

実験医学 35巻 6号 p939-944 実験医学

編集課編 

専門著書 

Emotion. In M. Kasaki, H. Ishiguro, M. 

Osaka, T. Fujikado & M. Asada (Eds.), 

Cognitive Neuroscience Robotics 

B:Analytic Approaches to Human 

Understanding: 

Yasunobu Yasoshima 2016.06 Springer Verlag, Japan 

 

行動生理学 乾     賢 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Activation of mu-opioid receptors in the 

ventral pallidum decreases the negative 

hedonic evaluation of a conditioned 

aversive taste in rats. 

Inui T, Shimura T 2016.11 Behavioural Brain Research in press 

 

行動統計科学 足立  浩平 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Sparse Tucker2 analysis of three-way 

data subject to a constrained number of 

zero elements in a core array 

Hiroki Ikemoto & 

Kohei Adachi 
2016.05 

Computational Statistics and Data 

Analysis 98巻 p1-18 

学術論文 

Sparse principal component analysis 

subject to prespecified cardinality of 

loadings 

Kohei Adachi & 

Nickolay T. 

Trendafilov 
2016.10 

Computational Statistics 31巻 4号 

p1403-1427 

会議報告 

/口頭発表 

Sparse Core Tucker Factorization with a 

Majorization Approach 

池本大樹, Henl A.L. 

Kiers, 足立浩平 
2016.05 

日本計算機統計学会第 30回大会 日本計算

機統計学会第 30回大会講演論文集 

p137-140 

会議報告 

/口頭発表 

Some Matrix Results for Comprehensive 

Factor Analysis 

Kohei Adachi & 

Nickolay T. 

Trendafilov 

2016.09 
2016年度統計関連学会連合大会 2016年

度統計関連学会連合大会講演報告集 93 

会議報告 

/口頭発表 

三相主成分分析法における各配列のスパー

ス推定 ―補助関数法を用いた方法― 

池本大樹・Henk A.L. 

Kiers・足立浩平 
2016.09 

2016年度統計関連学会連合大会 2016年

度統計関連学会連合大会講演報告集 18 

会議報告 

/口頭発表 
計算機統計学的な統計教育の実践例 足立浩平 2016.10 

2016年度統計教育大学間連携ネットワーク

(JINSE)シンポジウム 

会議報告 

/口頭発表 

Biclustering of objects and variables 

with group average parameters 

JiYao Li & Kohei 

Adachi 
2016.11 

日本計算機統計学会第 30回シンポジウム 

日本計算機統計学会第 30回シンポジウム講

演論文集 p27-30 

会議報告 

/口頭発表 

Cross Data Clustering of the Rows and 

Columns in Different Data Matrices 
Li JiYao, 足立浩平 2017.03 第 11回日本統計学会春季集会 

会議報告 

/口頭発表 
因子分析の正体 足立浩平 2017.03 

統計数理研究所共同研究「複雑多変量デー

タの解析法に関する研究」研究会 

国際会議 

(proc.あり) 

Contributions of Dutch Matricians to 

Computational Statistics 

Kohei Adachi & 

Patrick J.F. Groenen 
2016.05 

日本計算機統計学会第 30回大会講演論文

集 日本計算機統計学会第 30回大会講演論

文集 p63-66 

国際会議 

(proc.あり) 

Some Mathematical Notes on 

Comprehensive Factor Analysis 

Kohei Adachi & 

Nickolay T. 

Trendafilov 

2016.08 COMPSTAT2016 
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行動統計科学 足立  浩平 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

国際会議 

(proc.あり) 

Sparsest factor analysis of gene 

expression data 

Kohei Adachi & 

Nickolay T. 

Trendafilov 

2016.10 
2016 International Conference for JSCS 

30th Anniversary in Seattle 

国際会議 

(proc.なし) 

A Matrix-Intensive Formulation of 

Factor Analysis with Specific Factors 

Dissociated From Errors 

Kohei Adachi & 

Nickolay T. 

Trendafilov 

2016.06 
The 4th Institute of Mathematical 

Statistics Asia Pacific Rim Meeting 

国際会議 

(proc.なし) 

Sparse Three-way PCA for Selecting the 

Optimal Model Between Tucker2 and 

Parafac 

Hiroki Ikemoto, Henk 

A. L. Kiers, & Kohei 

Adachi 

2016.06 
The 4th Institute of Mathematical 

Statistics Asia Pacific Rim Meeting 

専門著書 

現代統計学 (美添泰人・竹村彰通・宿久 洋 

(編); 3章 重回帰分析, 4章 主成分分析と因

子分析, 5章 正準相関分析と多重対応分析, 

6章 クラスター分析と判別分析) 

足立浩平 2017.03 日本評論社 

教科書 
Matrix-Based Introduction to 

Multivariate Data Analysis 
Kohei Adachi 2016.10 Springer 

その他 
巻頭随筆: 因果・数式・日本人論文に思い及

ぶこと 
足立浩平 2017.01 日本統計学会会報 170号, pp. 1-2 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 Ig Nobel Prize (in the field of Perception) 
A. Higashiyama & K. 

Adachi 
2016.09 The Ig Nobel Board of Governors 

受賞 日本行動計量学会 林知己夫賞 (功績賞) 足立浩平 2016.09 日本行動計量学会 

受賞 日本計算機統計学会 貢献賞 足立浩平 2016.11 日本計算機統計学会 

 

生物人類学 中野  良彦 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Sacral vertebral remains of the Middle 

Miocene hominoid Nacholapithecus 

kerioi from northern Kenya. 
KIkuchi, Y. et al. 2016.05 

Journal of Human Evolution. 94巻 

p117-125 

 

６－１－３．行動系共通 

共通 太子 のぞみ 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 

がんの終末期の治療選択と選択肢のコスト-

ベネフィットの関連：一般成人を対象と した

探索的検討 

塩崎麻里子，太子のぞ

み，増本康平 
2016.06 

第 21回日本緩和医療学会学術大会発表論

文集 

会議報告 

/口頭発表 

帆船を用いた企業研修が参加者に与える影

響について 

渕真輝，上野ゆずき，藤

本昌志，廣野康平，小西 

宗，太子のぞみ，小原朋

尚 

2016.09 
日本海洋人間学会第 5回大会 海洋人間学

雑誌 5巻 2号 p38-38 

会議報告 

/口頭発表 

連携作業における作業条件の変化がパフォ

ーマンスに与える影響について 

酒井潔，森泉慎吾，太子

のぞみ，臼井伸之介 
2016.12 

平成 28年度日本人間工学会関西支部大会

講演論文集 p64-65 

国際会議 

(proc.なし) 

Age and gender differences in 

relationships among emotion regulation, 

mood, and mental health. 

Kouhei Masumoto, 

Nozomi Taishi, 

Shiozaki Mariko 

2016.07 
31st International Congress of 

Psychology 

国際会議 

(proc.なし) 

The decision-making of stopping or going 

in automobile driving 

Nozomi Taishi, Kouhei 

Masumoto, Mariko 

Shiozaki 

2016.07 

31st International Congress of 

Psychology 31st International Congress 

of Psychology 

国際会議 

(proc.なし) 

The reasons for treatment choices in 

terminal cancer stage 

Mariko Shiozaki, 

Nozomi Taishi, Kouhei 

Masumoto 

2016.07 
31st International Congress of 

Psychology 

国際会議 

(proc.なし) 

The risk cognition distorted by beneficial 

and emotional factors 

Nozomi TAISHI, 

Kouhei MASUMOTO, 

Mariko SHIOZAKI 

2016.08 
the 2016 International Conference on 

Traffic and Transport Psychology 

解説・総説 超高齢社会における高齢者の交通心理・行動 太子のぞみ 2016.10 交通科学 47巻 1号 p1-2 

その他 

超高齢社会における高齢者の交通心理・行
動に関する文献リスト (特集 超高齢社会に

おける高齢者の交通心理・行動) 

太子 のぞみ 2016.04 
交通科学 = Traffic science 47巻 1号 

p56-58 
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６－１－４．付属比較行動実験施設 

付属比較行動

実験施設 
山田 一憲 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Influence of social interactions with 

nonmother females on the development 

of call usage in Japanese macaques 

N. Katsu, K. Yamada, 

& M. Nakamichi 
2017.01 Animal Behaviour 123巻 p267-276 

会議報告 

/口頭発表 

タンデム授乳―0歳と2歳の娘に授乳するニホ

ンザルの母 

中道正之・上野将敬・大

西賢治・山田一憲 
2016.07 

第 32回日本霊長類学会大会, 鹿児島(鹿児

島大学), 2016年 7月 15-17日 第 32回日

本霊長類学会大会 自由集会 

会議報告 

/口頭発表 

なぜニホンザルの寛容性に地域差がみられる

のか？―遺伝的多様性が示唆するもの 

井上英治・山田一憲・大

西賢治・中川尚史・・風張

喜子・・横山慧（京大・

理）・村山美穂 

2016.07 

第 32回日本霊長類学会大会, 鹿児島(鹿児

島大学), 2016年 7月 15-17日 第 32回日

本霊長類学会大会 自由集会 

会議報告 

/口頭発表 

ニホンザルが攻撃交渉後に行う fear 

grimaceの働き 

上野将敬・山田一憲・中

道正之 
2016.07 

第 32回日本霊長類学会大会, 鹿児島(鹿児

島大学), 2016年 7月 15-17日 第 32回日

本霊長類学会大会 自由集会 

会議報告 

/口頭発表 

ニホンザルにおける音声使用の発達に母以

外の個体との関わりが及ぼす影響 

勝 野吏子・山田一憲・中

道正之 
2016.07 

第 32回日本霊長類学会大会, 鹿児島(鹿児

島大学), 2016年 7月 15-17日 第 32回日

本霊長類学会大会 自由集会 

会議報告 

/口頭発表 

餌付け群における寛容性の個体群間変異：

給餌実験と協力行動実験から 
山田一憲 2016.07 

第 32回日本霊長類学会大会, 鹿児島(鹿児

島大学), 2016年 7月 15-17日 第 32回日

本霊長類学会大会 自由集会 

会議報告 

/口頭発表 

Influence of social interactions with 

unrelated adult females on development 

of vocal greeting behaviors in Japanese 

macaques. 

N. Katsu, K. Yamada, 

& M. Nakamichi 
2016.11 

The 76th Annual Meeting of the 

Japanese Society for Animal Psychology, 

November 23-25, 2016, Hokkaido, Japan 

会議報告 

/口頭発表 

ニホンザルの音声話者交代における発声間

隔の調整 

勝 野吏子・山田一憲・中

道正之 
2016.12 

日本人間行動進化学会第 9回大会, 金沢(北

陸先端科学技術大学院大学), 2016年 12月

10-11日 日本人間行動進化学会第 9回大

会 

会議報告 

/口頭発表 

ディープラーニングとパーティクルフィルタを

用いた動画像中のニホンザルの個体追跡 

上野将敬・寺田和憲・加

畑亮輔・ 林 英誉・山田

一憲 

2017.03 

第 64回日本生態学会大会, 東京(早稲田大

学), 2017年 3月 14-18日 第 64回日本生

態学会大会 

国際会議 

(proc.なし) 

Cooperative problem solving in two 

groups of Japanese macaques 

Y. Kaigaishi, K. 

Yamada, & M. 

Nakamichi 

2016.07 

The 31st International Congress of 

Psychology, July 24-29, 2016, Yokohama, 

Japan 

国際会議 

(proc.なし) 

Influence of genetic polymorphisms in 

oxytocin receptor gene (OXTR) on direct 

reciprocity of Japanese macaques 

(Macaca fuscata) 

K. Onishi, Y. Sato, K. 

Yamada, M. 

Nakamichi, & T. 

Hasegawa 

2016.07 

The 31st International Congress of 

Psychology, July 24-29, 2016, Yokohama, 

Japan 

国際会議 

(proc.なし) 

Influence of non-mother adults on 

development of vocal greeting in 

Japanese macaques 

N. Katsu, K. Yamada, 

& M. Nakamichi 
2016.07 

The 31st International Congress of 

Psychology, July 24-29, 2016, Yokohama, 

Japan 

解説・総説 
霊長類における平等と利他性の起源につい

て 
山田一憲 2017.02 日本の科学者 52巻 p94-100 

その他 
人間科学による一つの狂詩曲：人間科学研究

科による利他コンポジウムの報告 

岡部美香・千葉 泉・稲場

圭信・中道正之・栗本英

世・中山康雄・山田一憲・

上林 梓・新谷真美子 

2017.03 未来共生学 (印刷中) 

 

 

 

 

 

166



６－２ . 社会学・人間学系 

 

６－２－１．社会環境学 

社会学理論 友枝 敏雄 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

教科書 『社会学のエッセンス 新版補訂版』 
友枝敏雄,竹沢尚一郎,正

村俊之,坂本佳鶴恵 
2017.03 有斐閣 

 

現代社会学 髙谷 幸 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

専門著書 
追放と抵抗のポリティクス: 戦後日本の境界と

非正規移民 
髙谷 幸 2017.02 ナカニシヤ出版 

その他 
現代人の国際社会学・入門 ：トランスナショナ

リズムという視点 
西原 和久・樽本 英樹編 2016.05 有斐閣 

 

経験社会学 川端   亮 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 
因子分析による宗教的信念の共通構造 川端 亮 2017.03 宗教研究 90巻別冊・66-67頁 

会議報告 

/口頭発表 

国を越えた共通の宗教的信念はあるのか？ 

パネルの主旨とまとめ 
川端 亮 2017.03 宗教研究 90巻別冊・70-71頁 

 

社会データ科学 吉川   徹 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

解説・総説 〈溶解〉する「社会の心」をいかに捉えるか 吉川徹, 浅野智彦 2017.02 現代思想 2017年 3月号 140-161 

専門著書 

Social Mentality in Contemporary Japan: 

Quantitative Social Consciousness 

Studies  

KIKKAWA, Toru 2016.04 

Osaka University Press 1-186 

http://ir.library.osaka-u.ac.jp/dspace/bitst

ream/11094/56993/2/OUHSS_TK.pdf 

一般著書 『古市くん、社会学を学び直しなさい！！』 古市憲寿 2016.10 
光文社 232-255 吉川徹先生に「計量社会学

とは何か」を聞く！ 

教科書 基礎ゼミ社会学 
工藤保則, 大山小夜, 笠

井賢紀, 吉川徹 
2017.02 

世界思想社 146-158 格差がなくならないの

はなぜ？ 不平等、学歴社会、階級・階層 

 

社会データ科学 伊藤 理史 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Mass Politics in the Post-1955 System: 

An Empirical Study of Voting Behavior in 

the 2011 Osaka Mayoral Election 

ITO Takashi 2017.03 Osaka Human Sciences 3巻 

解説・総説 

「社会調査からみた大阪市特別区設置住民投

票：「大阪市民の政治・市民参加と住民投票に

関する社会調査」の基礎的分析」 

伊藤理史 2016.07 『生産と技術』 68巻 3号 p80-82 

専門著書 

「第 7章 日本人の政治参加：投票外参加のコ

ーホート分析」，太郎丸博編，『後期近代と価

値意識の変容：日本人の意識 1973-2008』     

伊藤理史 2016.09 東京大学出版 129-148 

 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ社会学 牟田  和恵 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

The “Comfort Women” issue and the 

embedded culture of sexual violence in 

contemporary Japan 
Muta Kazue 2016.07 Current Sociology 64巻 4号 p620-636 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 Sociologist of the Month Muta Kazue 2017.03 
Current Sociology (International 

Sociological Association)  
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ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ社会学 辻 大介 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 メディアの重要性・有用性認識 辻大介 2016.08 日本人の情報行動 2015 橋元良明編編 

学術論文 動画メディアの視聴 辻大介 2016.08 日本人の情報行動 2015 橋元良明編編 

学術論文 

計量調査から見る「ネット右翼」のプロファイル 

―― 2007年／2014年ウェブ調査の分析結果

をもとに 

辻大介 2017.03 年報人間科学 38号 p211-224 

会議報告 

/口頭発表 

情報行動調査から見るモバイル社会の現状と

課題 
辻大介 2017.03 シンポジウム“モバイル'17”(モバイル学会) 

書評 
書評『レイシズムを解剖する：在日コリアンへの

偏見とインターネット』高史明著 
辻大介 2016.09 理論と方法 31巻 2号 p346-346 

 

文化社会学 NORTH Scott 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 Post-retirement Leisure in Japan Scott North 2017.01 

Globalization, Leisure, and Social 

Change p193-206 B.K. Nagla and Vinay 

Srivastava編 

国際会議 

（proc.なし） 

How Might Karoshi (overwork deaths) 

Help Create Workplace Diversity? 
Scott North 2016.12 

Diversity in the Japanese Labor Market: 

Challenges and Opportunities 

専門著書 

Mapping Leisure: Studies from 

Australia, Asia and Africa. Chapter 

entitled, "Strategies of Leisure in Japan." 

Scott North 2016.07 Rawat Publications 134-149 

その他 研究者の友の民法協 スコット・ノース 2016.08 

激動の時代を戦い抜いて：民主法律協会 60

周年記念誌 8月 27日、68-69貢 民法協 60

周年記念行事実行委員会編 

 

文化社会学 山中   浩司 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 

19 世紀初頭プロイセンにおける精神病院と精

神医学 
山中浩司 2016.11 日本精神医学史学会 

会議報告 

/口頭発表 

実践と参加からとらえ直す生命倫理の新しい

アプローチ 
中澤信, 山中浩司 2016.12 第 28回日本生命倫理学会年次大会 

国際会議 

（proc.なし） 

Signifiant without signifié :Diagnostic 

language and illness experience in rare 

disease patients 

H. Yamanaka, N. 

Nojima, M. Higuchi 
2016.07 3rd ISA Forum of Sociology 

解説・総説 「男」は病気か？ーメタボ健診と男性 古川岳志, 山中浩司 2016.07 
『とまどう男たち 生き方編』 p140-184 山中

浩司, 伊藤公雄編 

解説・総説 「男子」として生まれた「不幸」 山中浩司 2016.07 
『とまどう男たち 生き方編』 p60-86 山中浩

司, 伊藤公雄編 

解説・総説 
死に場所を求めてー高齢化社会における生

き方死に方 
山中浩司 2016.07 

『とまどう男たち 死に方編』 p104-140 大村

英昭, 山中浩司編 

 

福祉社会論 斉藤  弥生 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
高齢者の日常生活：日本とスウェーデンの比

較 
斉藤弥生 2016.05 

高齢者の生活と意識：第８回国際比較調査結

果報告書 p183-192 内閣府政策統括官(共

生社会政策担当)編 

会議報告 

/口頭発表 

「サービス選択自由化法」と介護サービス提供

体制の多様化 :スウェーデンの 2 自治体の比

較から 

斉藤弥生 2016.06 社会政策学会第 132回大会(明治大学） 

会議報告 

/口頭発表 

福祉ガバナンスとソーシャルワークに関する研

究：ドイツにおける生活困窮者事例解決のプ

ロセスとその特徴 

斉藤弥生 2016.06 
日本地域福祉学会第 30回大会（社会福祉事

業大学） 

教科書 
「高齢社会と日本の介護」『NHKテキスト社会

福祉セミナー』2016年 8～11月号 
斉藤弥生 2016.08 NHK出版 22-25 

168



福祉社会論 斉藤  弥生 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

教科書 

「国際比較からみた日本の高齢者の生活と意

識」『NHK社会福祉セミナー』2016年 8～11

月号 

斉藤弥生 2016.08 NHK出版 

教科書 
「多様化する高齢者の住まい」『NHK テキスト

社会福祉セミナー』2016年 8～11月号 
斉藤弥生 2016.08 NHK出版 30-33 

教科書 
「地域がつくる医療と介護」『NHK テキスト社

会福祉セミナー』2016年 8～11月号 
斉藤弥生 2016.08 NHK出版 34-37 

 

福祉社会論 遠藤 知子 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

The development of the social economy 

in the welfare mix: Political dynamics 

between the state and the third sector 

Sang hun Lim, Chikako 

Endo 
2016.12 

The Social Science Journal Volume 53, 

Issue 4, December 2016, Pages 486–494 

 

 

７－２－２．社会学系共通 

共通 樋口 麻里 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

質的データ分析支援ソフトウエアの機能と背

景にある考え方――Atlas.ti7とNvivo11の比

較から 

樋口麻里 2017.03 年報人間科学 38巻 p193-210 

会議報告 

/口頭発表 

ケアの互酬性における脆弱性の機能――フラ

ンスのアソシアシオンによるケア実践の事例

から 

樋口麻里 2016.10 第 89回日本社会学会大会 

国際会議 

（proc.なし） 

Signifiant without Signify :Diagnostic 

Language and Illness Experience in 

Rare Disease Patients 

Hiroshi YAMANAKA, 

Natsuko NOJIMA and 

Mari HIGUCHI 

2016.07 3rd ISA Forum of Sociology 
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６－２－３．基礎人間学 

科学哲学 中山   康雄 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Chapter 12 Norms and Games as 

Integrating Components of Social 

Organizations 

Yasuo NAKAYAMA 2016.06 

Cognitive Neuroscience Robotics B 

p253-271 M. Kasaki, H, Ishiguro, M. 

Asada, M. Osaka, and T. Fujikado 編 

学術論文 
An Evolutionary Theory for Science and 

Technology 
NAKAYAMA, Yasuo 2016.09 

2016: Selected Papers of 2nd CCPEA, 

Contemporary and Applied Philosophy 8

巻 2号 p15-42 

学術論文 

An Ontological Analysis of the 

Relationship between a Mother and her 

Child 

Yasuo NAKAYAMA 2017.03 Osaka Human Sciences 3巻 p83-97 

学術論文 
Event Ontology based on 

Four-dimensionalism 
Yasuo NAKAYAMA 2017.03 

大阪大学大学院人間科学研究科紀要 43巻 

p175-192 

会議報告 

/口頭発表 
法適用の基本原則に関する哲学的考察 中山 康雄 2016.06 

科学基礎論学会 2016年度総会と講演会、シ

ンポジウム「法の論理と哲学」 

会議報告 

/口頭発表 
実践的推論とアブダクション 中山 康雄 2016.11 日本科学哲学会第 49回年次大会 

国際会議 

（proc.あり） 
Cultural Ontology and Cultural Norms NAKAYAMA, Yasuo 2016.06 

International Conference on 

Ethno-Epistemology ~ Culture, 

Language, and Methodology~ 

International Conference on 

Ethno-Epistemology ~ Culture, 

Language, and Methodology~, p36-38 

国際会議 

（proc.あり） 

Truth-maker Maximalism and a Boolean 

Algebra of States of Affairs 

Yasuo NAKAYAMA, 

Taishi YUKIMOTO 
2016.08 

Book of Abstracts: The 3rd Conference on 

Contemporary Philosophy in East Asia, 

CCPEA 2016 The 3rd Conference on 

Contemporary Philosophy in East Asia, 

CCPEA 2016 

国際会議 

（proc.あり） 

Justification of Actions and Shared Belief 

Revisions 
Yasuo NAKAYAMA 2016.10 

4th International Workshop on 

Philosophy and Logic of Social Reality 

(SOCREAL 2016) Proceedings of the 4th 

International Workshop on Philosophy 

and Logic of Social Reality (SOCREAL 

2016) T. Yamada編 

国際会議 

（proc.あり） 
A Formal Analysis of Legal Reasoning Yasuo NAKAYAMA 2016.11 

Tenth International Workshop on 

Juris-informatics (JURISIN 2016) 

Proceedings of the Tenth International 

Workshop on Juris-informatics 

(JURISIN 2016) ISBN 

978-4-915905-74-2 C3004 (JSAI) p3-16 

M. Nakamura, S. Sakurai, and K. 

Toyama編 

国際会議 

（proc.あり） 
Conversation as a Game Yasuo NAKAYAMA 2016.11 

Logic and Engineering of Natural 

Language Semantics 13 (LENLS13) The 

Proceedings of Logic and Engineering of 

Natural Language Semantics 13 

(LENLS13) ISBN 978-4-915905-78-0 

C3004(JSAI) 13 pages 

国際会議 

（proc.なし） 

A Philosophical Analysis of Cognitive 

Systems Composed of Humans and 

Artifacts 

Yasuo NAKAYAMA 2016.12 

The 3rd International Symposium on 

Cognitive Neuroscience Robotics: Toward 

Constructive Developmental Science 

国際会議 

（proc.なし） 
Affordance and philosophy 

Sho Fujita, Yasuo 

Nakayama 
2016.12 

The 3rd International Symposium on 

Cognitive Neuroscience Robotics: Toward 

Constructive Developmental Science 

国際会議 

（proc.なし） 

The Extended Agent and the Embodied 

Cognition 

Sasaki, Wataru and 

Nakayama, Yasuo 
2016.12 

The 3rd International Symposium on 

Cognitive Neuroscience Robotics: Toward 

Constructive Developmental Science 

専門著書 
パラダイム論を超えて － 科学技術進化論

の構築 
中山 康雄 2016.11 勁草書房 pp。１－２４１ 

 

170



現代思想 村上  靖彦 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
「死ぬのに楽しい」：訪問看護における看取り

をめぐる現象学的な質的研究 
村上靖彦 2016.05 Heidegger-Forum 10巻 p104-126 

学術論文 
Maldiney au Japon et la pratique de 

l'infirmière psychiatrique 
Yasuhiko Murakami 2016.06 

A l'épreuve d'exister avec Henri 

Maldiney 共同執筆図書 409-416 

学術論文 
インタビュー分析の言語学的基盤、個別者の

学としての現象学 
村上靖彦 2016.07 看護研究 49巻 4号 p316-323 

学術論文 
（複数の）声を取り戻す--回復してゆく虐待加

害者から学ぶ 
村上靖彦 2016.09 臨床心理学 16巻 5号 p518-522 

学術論文 
共生の技法としての「あいだ」 虐待渦中にあ

る親の回復プログラムを例に 
村上靖彦 2016.10 現代思想 44巻 20号 p252-264 

学術論文 変化の触媒としての支援者 村上靖彦 2016.12 臨床精神病理 37巻 3号 p277-286 

学術論文 蛾の銀粉 草間彌生における生の哲学と轢死 村上靖彦 2017.02 ユリイカ 49巻 5号 p95-103 

会議報告 

/口頭発表 
出来事と出会うための場を開く――マルディネ 村上靖彦 2016.07 

シンポジウム「リズム」(現象学の異境的展開；

明治大学） 

会議報告 

/口頭発表 
看護における出来事との出会い方と行為 村上靖彦 2016.08 科研費「医療現象学」＠東大榊原研 8月 6日 

会議報告 

/口頭発表 

自由・願望・生命――現象学的な生命倫理学

について 
村上靖彦 2016.08 臨床実践の現象学会 

会議報告 

/口頭発表 
変化の触媒としての支援者 村上靖彦 2016.10 日本精神病理学会 

国際会議 

（proc.なし） 

Polyrythme du dialogue. La guérison 

pour des parents qui abusent de leurs 

enfants 

yasuhiko murakami 2016.11 
Esquisses d’une « phénoménologie sociale 

» 

国際会議 

（proc.なし） 

Subjectivation contre l’autonomie. Les 

soins à domicile au Japon 
yasuhiko murakami 2016.11 

Autonomie et transition – individuation 

et co-dépendance 

国際会議 

（proc.なし） 

The Locked-in State as a  Final Stage of 

Individuation:  A Phenomenological and  

Qualitative Analysis of  a Caregiver’s 

Narrative, 

yasuhiko murakami 2016.11 Personhood and the Locked-In Syndrome 

書評 書評：井部俊子著『看護のアジェンダ』 村上靖彦 2017.01 医学界新聞 3208号 p7-7 

書評 〔書評〕守屋 治代著『「看護人間学」を拓く 』 村上靖彦 2017.03 週刊読書人 3183巻 

専門著書 
仙人と妄想デートする 看護の現象学と自由

の哲学 
村上靖彦 2016.05 人文書院 1-244 

その他 なぜ看護に˝教養˝が必要なのか 村上靖彦,井部俊子 2016.04 看護 68巻 6号 p1-3 

その他 
オープンダイアローグがひらく新しい生のプラ

ットフォーム 
斎藤環、村上靖彦 2016.09 現代思想 44巻 17号 p28-58 

 

比較文明学 SCHWENTKER Wolfgang 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

国際会議 

（proc.なし） 

マックス・ヴェーバーの多くの顔－生誕一五〇

周年記念国際会議の比較考察－ 
Schwentker,Wolfgang 2016.11 

マックス・ヴェーバー研究の現在－資本主義・

民主主義・福祉国家の変容の中で－ 
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人類学 白川 千尋 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
「関わりの継続性－日本の国際協力 NGO と

社会的問題」 
白川千尋 2017.03 

信田敏宏・白川千尋・宇田川妙子編，『グロー

バル支援の人類学－変貌する NGO・市民活

動の現場から』，昭和堂，pp.125-141 

解説・総説 
「ミャンマーの保健・医療問題－マラリアをめぐ

って」 
白川千尋 2016.04 

阿曽村邦昭・奥平龍二編，『ミャンマー－国家

と民族』，古今書院，pp.657-666 

解説・総説 「オセアニアでの医療人類学調査」 白川千尋 2016.06 

秋道智彌・赤坂憲雄編，『フィールド科学の入

口－人間の営みを探る』，玉川大学出版部，

pp.176-187 

専門著書 
『グローバル支援の人類学－変貌する NGO・

市民活動の現場から』 

信田敏宏・白川千尋・宇田

川妙子編 
2017.03 昭和堂 

 

人類学 福岡 まどか 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
インドネシアの現代舞踊におけるアイデンティ

ティの模索 
福岡まどか 2017.03 

大阪大学大学院人間科学研究科紀要 43巻 

p141-160 

 

科学技術と文化 森田  敦郎 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Encounters, Trajectories, and the 

Ethnographic Moment: Why “Asia as  

Method” Still Matters. 

Morita, Atsuro 2017.02 
East Asian Science, Technology and 

Society Onlinefirst 

会議報告 

/口頭発表 

Alterity within: Hydrological Models, 

Environmental Mimesis and a Fluid STS 

in Hydraulics. 

Morita, Atsuro 2016.09 
Environmental Alterities Seminar, 

University of Amsterdam. 

会議報告 

/口頭発表 

Reconfiguring Adaptive Subjects: 

Territorializing Vulnerability and 

Resilience in Climate Change 

Adaptation. 

Morita, Atsuro 2016.11 

Paper presented at Annual Conference of 

American Anthropological Association. 

(Minneapolis) 

会議報告 

/口頭発表 

Environmental Data and Socio-cultural 

Anthropology: Experimentation in 

Mediating Scales and Domains. 

Morita, Atsuro 2017.01 

International Co-Design Workshop on 

Earth observation in Support of the 

Sustainable Development Goals – The 

Case of Urban Areas in Asia (at Science 

Council of Japan) 

一般著書 
Infrastructures and Social Complexity: A 

Routledge Companion 

Penny Harvey, Casper 

Bruun Jensen, Atsuro 

Morita 

2016.10 London and New York: Routledge 

 

科学技術と文化 JENSEN Casper Bruun 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 Lateral Concepts 
Christopher Gad,  

Casper Bruun Jensen 
2016.05 

Engaging Science, Technology and 

Society 2巻 p3-12 

学術論文 

Attuning to the Webs of En: Ontography, 

Japanese Spirit Worlds, and the ‘Tact’ of 

Minakata Kumagusu 

Casper Bruun Jensen, 

Miho Ishii, Phil Swift 
2016.12 

Hau: Journal of Ethnographic Theory 6

巻 2号 p149-172 

解説・総説 
Brexit Referendum: First Reactions from 

Anthropology 
Green, Sarah, et al. 2016.07 Social Anthropology 24巻 4号 

一般著書 

“Lateral Comparisons." Joe Deville, 

Michael Guggenheim & Zuzana 

Hrdlickova(eds), Practicing Comparison. 

Revitalizing the Comparative Act. 

Christopher Gad, 

Casper Bruun Jensen 
2016.07 Mattering Press 189-220 

一般著書 

“Gilles Deleuze.” In Kulturteori og 

Kultursociologi, ed. Bjørn Schiermer. 

København 

Bjørn Schiermer 2016.09 Hans Reitzel 29-53 

一般著書 
Infrastructures and Social Complexity: A 

Routledge Companion 

Penny Harvey, Casper 

Bruun Jensen, Atsuro 

Morita 

2016.10 London and New York: Routledge 
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６－３ . 教育学系 

 

６－３－１．臨床教育学 

教育人間学 藤川   信夫 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
教育と福祉のドラマトゥルギー－その試み・発

展・展望－ 
藤川信夫 2017.03 

教育科学セミナリー 48号 関西大学教育学

会編 

会議報告 

/口頭発表 

教育と福祉のドラマトゥルギー－その試み・発

展・展望－ 
藤川信夫 2016.11 関西大学教育学会大会 

専門著書 
人生の調律師たち－動的ドラマトゥルギーの

展開－ 
藤川信夫ほか 2017.03 春風社 

 

教育人間学 岡部 美香 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 〈外〉を形象らない思考へ 岡部 美香 2016.05 教育哲学研究 113巻 p1-7 教育哲学会編 

学術論文 

Towards Thinking Not Modelled on the 

‘External’ : Discussion of Alternative 

Thinking within Research on Japanese 

Philosophy of Education 

Mika Okabe  2016.11 
English E-Journal of the Philosophy of 

Education 1巻 p50-58 

学術論文 

災害の社会的記憶とは何か――出来事の〈物

語〉を〈語り－聴く〉ことの人間学的意味につい

て 

岡部美香 2017.01 

『災害と厄災の記憶を伝える――教育学は何

ができるのか』 p151-173 山名淳、矢野智司

編 

会議報告 

/口頭発表 
例示/例外の政治学 

岡部美香，北詰裕子，室

井麗子，髙橋舞 
2016.10 教育哲学会 第 59回大会 

会議報告 

/口頭発表 

Educational-Anthropological 

Implications of Kinji Imanishi's 'Nature 

Study' 

Mika Okabe 2016.12 

Philosophy of Education Society of 

Australasia Conference 2016 (At 

Warwick Hotel, Coral Coast, Fiji) 

会議報告 

/口頭発表 
2015年度 地区研究活動報告(1) 近畿地区 岡部美香 2017.01 教育学研究 83巻 4号 p512-516 

大学・研究所 

等の報告 

人間科学による一つの狂詩曲―人間科学研

究科による利他コンポジウムの報告 

岡部美香、稲場圭信、千

葉泉（コメント：仲道正之、

栗本英世、中山康雄、山

田一憲、上林梓、新谷真

美子） 

2017.03 

未来共生学 2017 4巻 p357-385 大阪大学

未来戦略機構第五部門、未来共生イノベータ

ー博士課程プログラム編 

 

教育工学 前迫 孝憲 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Relationship between Beliefs About 

Failure and Causal Attribution in 

Production Learning of Junior High 

School Students. 

Satoshi Fujikawa, 

Takanori Maesako 
2016.12 

IJIET(International Journal of 

Innovations in Engineering and 

Technology) 7巻 4号 p67-74 IJIET編 

学術論文 
基于可視化知識地図的日語教学補助系統

的構建与応用 
李哲,前迫孝憲,張海 2016.12 現代教育技術 26巻 12号 p99-105 

学術論文 
遠隔映像対話環境を用いた事前交流とその

後の対面交流への影響 

奥林泰一郎、森 秀樹、前

迫孝憲、森川 治 
2017.01 

日本教育工学会論文誌 40巻 Suppl.号 

p213-216 日本教育工学会編 

学術論文 日本教育技術的研究歴程与発展趨勢 李哲,前迫孝憲,孫帙,張海 2017.01 現代教育技術 27巻 1号 p5-12 

学術論文 日本教育技術学研究方法的発展歴程分析 孫帙,李哲,前迫孝憲,張海 2017.02 現代教育技術 27巻 2号 

会議報告 

/口頭発表 
基于人形机器人辅助协作学习研究 

孙帙,李哲,西森年寿,前迫

孝憲,张海 
2016.08 

第十五届教育技术国际论坛 第十五届教育

技术国际论坛论文集 p565-571 

会議報告 

/口頭発表 
基于人形機器人補助協作学習研究 孫帙,李哲,前迫孝憲,張海 2016.08 

15th International Forum of Educational 

Technology 15th International Forum of 

Educational Technology 

大学・研究所 

等の報告 

医療事故再現場面の見学による看護学生の

危険認知や医療事故の理解の変化 

米田照美、伊丹君和、関 

恵子、前迫孝憲 
2017.03 大阪大学教育学年報 22号 p53-63 

解説・総説 

巻頭言：先を見据える情報学への期待〜クラ

ウド上にセンサと機械学習溢れる時代のプロ

グラミング教育〜 

前迫孝憲 2017.01 情報学教育論考 3号 p2- 
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教育工学 西森 年寿 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 学習のためのコミュニティのデザイン 西森年寿,八重樫文 2016.11 
加藤浩・望月俊男編著『協調学習と CSCL』 

pp.139-168 

会議報告 

/口頭発表 
基于人形机器人辅助协作学习研究 

孙帙,李哲,西森年寿,前迫

孝憲,张海 
2016.08 

第十五届教育技术国际论坛 第十五届教育

技术国际论坛论文集 p565-571 

会議報告 

/口頭発表 

「物理基礎」学習のための脱出ゲームアプリの

開発 

今村理恵,西森年寿,前迫

孝憲 
2016.09 

日本教育工学会第 32回全国大会講演論文

集 p451-452 

会議報告 

/口頭発表 
大学生のグループ分けに対する意識調査 

西森年寿,加藤浩,八重樫

文,望月俊男,奥林泰一郎,

安藤拓生 

2016.09 
日本教育工学会第 32回全国大会講演論文

集 p737-738 

その他 「マルチメディア学習」からのヒント 西森年寿 2017.02 理科の教育 66巻 775号 p15-18 

 

教育工学 SUN ZHI 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 日本教育技術的研究歴程与発展趨勢 李哲,前迫孝憲,孫帙,張海 2017.01 現代教育技術 27巻 1号 p5-12 

学術論文 日本教育技術学研究方法的発展歴程分析 孫帙,李哲,前迫孝憲,張海 2017.02 現代教育技術 27巻 2号 

会議報告 

/口頭発表 
基于人形機器人補助協作学習研究 孫帙,李哲,前迫孝憲,張海 2016.08 

15th International Forum of Educational 

Technology 15th International Forum of 

Educational Technology 

 

教育心理学 藤岡 淳子 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 

性暴力被害者の回復における被害性と加害

性 
毛利真弓 2016.05 第 15回トラウマティック・ストレス学会 

会議報告 

/口頭発表 
性暴力の理解と治療教育 藤岡淳子 2016.06 

児童青年精神医学とその近接領域 57巻 3

号 p372-378 

解説・総説 性暴力の理解と治療教育の考え方 藤岡淳子 2016.06 保健の科学 58巻 6号 p396-400 

一般著書 非行・犯罪の心理臨床 藤岡淳子 2017.03 日本評論社 

 

教育心理学 野坂 祐子 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
子どもの性問題行動の理解と支援―アタッチ

メントとトラウマの観点から― 
浅野恭子, 野坂祐子 2016.06 

日本トラウマティックストレス学会 トラウマティ

ック・ストレス 14巻 1号 p47-55 

学術論文 対人関係における暴力の「被害」と「加害」 野坂 祐子 2016.06 こころの科学 188巻 p73-78 藤岡淳子編 

学術論文 トラウマ例に対する早期介入と支援 
前田正治, 野坂祐子, 大

岡由佳 
2016.07 精神医学 58巻 7号 p605-612 

会議報告 

/口頭発表 

性暴力被害者の回復における被害性と加害

性 
毛利真弓 2016.05 第 15回トラウマティック・ストレス学会 

書評 宝物箱みたいな本、本みたいな◯◯ 野坂祐子 2016.07 現代性教育研究ジャーナル 64巻 p13-13 

書評 “生きる、学ぶ、働く姿”からの発信 野坂祐子 2016.11 
 

専門著書 
マイ ステップ：性被害を受けた子どもと支援

者のための心理教育 
野坂祐子,浅野恭子 2016.09 誠信書房 

専門著書 援助要請と被援助志向性の心理学 
野坂祐子, 水野治久監修

他 
2017.03 金子書房 70-71 
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教育ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学 三宮 真智子 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
自己高揚的呈示に対する反応－他者との上

下関係に注目して－ 
野口直樹,三宮真智子 2016.08 

電子情報通信学会 HCS(ヒューマンコミュニ

ケーション基礎)研究会 電子情報通信学会

技術研究報告 116巻 185号 p91-96 

学術論文 

Creativity training in causal inference 

using the idea post-exposure paradigm: 

Effects on idea generation in junior high 

school students 

Machiko Sannomiya, 

Yosuke Yamaguchi 
2016.09 

Thinking Skills and Creativity 22巻 

p152-158 

会議報告 

/口頭発表 

Effect of Instruction on Perspective 

-Taking on the Utterances of University 

Students in an Advice-Giving Scenario 

Mashimo, T., & 

Sannomiya, M.  
2016.07 

International Journal of Psychology 

Volume 51, Issue Supplement S1, 231 

会議報告 

/口頭発表 

ＩＣＴは創造性教育にどのように寄与しうるの

か？ 
山口 洋介, 三宮 真智子 2016.09 

日本教育工学会第 32回全国大会 日本教育

工学会第 32回全国大会講演論文集 

p779-780 

会議報告 

/口頭発表 

アドバイスの口頭産出と筆記産出の予備的比

較 
真下知子，三宮真智子 2016.09 

日本教育工学会第 32回大会講演論文集 

459-460 

会議報告 

/口頭発表 

根拠産出トレーニングが高校生の意見文生成

に及ぼす影響 
西森章子，三宮真智子 2016.09 

日本教育工学会第 32回発表論文集 

p331-332 

会議報告 

/口頭発表 

根拠産出トレーニングの効果に関する検討

(2)ー学習者の「根拠産出への積極性」に着

目してー 

西森章子，三宮真智子 2016.10 
日本教育心理学会第 58回論文発表集 

p326-326 

会議報告 

/口頭発表 

視点取得への介入教示が他者の言動に対す

る認知に与える影響 
真下知子，三宮真智子 2016.10 

日本教育心理学会第 58回総会発表論文集 

p601-601 

会議報告 

/口頭発表 

大学生の自己観・世界観の好ましさと首尾一

貫感覚・抑うつとの関連― 20 答法を用いた

自己観・世界観の好ましさの評定 ― 

磯和壮太朗,三宮真智子 2016.10 
日本教育心理学会第 58回総会発表論文集 

58巻 p627-627 

会議報告 

/口頭発表 

大学生の自己観・世界観の好ましさと認知的

統制との関連——20 答法を用いた自己観・

世界観の好ましさの評定—— 

磯和壮太朗,三宮真智子 2016.11 
日本健康心理学会第 29回大会発表論文集 

29巻 p118-118 

会議報告 

/口頭発表 

メタ認知を用いたコンテキスト共有による価値

共創型教育サービスの提案  

木見田康冶, 杉野涼太, 

石井隆稔, 村松慶一, 赤

倉貴子, 松居辰則, 三宮

真智子, 下村芳樹 

2017.03 サービス学会第 5回国内大会論文集 

国際会議 

（proc.なし） 

On-line assessment of elementary 

students'metacognitive activities during 

mathematical problem-solving tasks 

Tetsuya Hisasaka, 

Kazuhiro Ohtani, 

Machiko Sannomiya 

2016.07 

The 31st International Congress of 

Psychology 51巻 Supplement S1号 

p1156-1156 

国際会議 

（proc.なし） 

Preliminary research on the 

development of a questionnaire to 

identify mental blocks to creative 

thinking 

YAMAGUCHI Yosuke, 

SANNOMIYA Machiko 
2016.07 

31st International Journal of Psychology 

51巻 Supplement S1号 p1159-1159 

国際会議 

（proc.なし） 

The effect of planning the daily routine 

on the efficacy expectation of pursuing 

the goal 

Ikuo Sawayama, 

Yosuke Yamaguchi, 

Machiko Sannomiya 

2016.07 
31st International Journal of Psychology 

51巻 p207-207 

解説・総説 
ママのためのぷち心理学「ママからのお手

紙」 
三宮真智子 2016.06 Happy-Note 夏号 Vol.47,39 

解説・総説 
ママのためのぷち心理学「「心の理解力」を育

むには」 
三宮真智子 2016.09 

 

解説・総説 
ママのためのぷち心理学「「みんな持ってる

よ」はウソ？」 
三宮真智子 2016.11 

 

 

教育ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学 山口 洋介 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Creativity training in causal inference 

using the idea post-exposure paradigm: 

Effects on idea generation in junior high 

school students 

Machiko Sannomiya, 

Yosuke Yamaguchi 
2016.09 

Thinking Skills and Creativity 22巻 

p152-158 

会議報告 

/口頭発表 

ＩＣＴは創造性教育にどのように寄与しうるの

か？ 
山口 洋介, 三宮 真智子 2016.09 

日本教育工学会第 32回全国大会講演論文

集 p779-780 

国際会議 

（proc.なし） 

Preliminary research on the development 

of a questionnaire to identify mental 

blocks to creative thinking 

YAMAGUCHI Yosuke, 

SANNOMIYA Machiko 
2016.07 

31st International Journal of Psychology 

51巻 Supplement S1号 p1159-1159 

国際会議 

（proc.なし） 

The effect of planning the daily routine 

on the efficacy expectation of pursuing 

the goal 

Ikuo Sawayama, 

Yosuke Yamaguchi, 

Machiko Sannomiya 

2016.07 
31st International Journal of Psychology 

51巻 p207-207 
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臨床心理学 井村 修 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 
筋ジストロフィー病棟における心理的援助 

井村修、大野真紀子、齊

藤利雄、松村剛、新垣ほの

か、宮本真衣、藤野陽生 

2016.06 
第 58回日本小児神経学会 脳と発達 48巻 

p331-331 

 

臨床心理学 老松 克博 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

専門著書 身体系個性化の深層心理学 老松克博 2016.04 遠見書房 

専門著書 
共時性の深層――ユング心理学が開く霊性へ

の扉 
老松克博 2016.12 コスモス・ライブラリー 

その他 
就活でどうしても会いたい起業家２４人への 

OB・OG訪本 
マスナビ編集部 2016.10 宣伝会議 

その他 
就活でどうしても会いたい編集者２０人への 

OB・OG訪本 
マスナビ編集部 2016.10 宣伝会議 

 

臨床心理学 佐々木 淳 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Effects of a Hypnotic Induction and an 

Unpleasantness-Focused Analgesia 

Suggestion on Pain Catastrophizing to 

an Experimental Heat Stimulus: A 

Preliminary Study 

Adachi, T., Nakae, A., & 

Sasaki, J. 
2016.09 

International Journal of Clinical and 

Experimental Hypnosis 64, 4, 434-455 

会議報告 

/口頭発表 

選択性緘黙の認知・行動に関する探索的研

究: 能動的側面と受動的側面 
高木伸也・佐々木淳 2016.10 日本教育心理学会第 58回総会 

国際会議 

（proc.なし） 

A preliminary study on the psychological 

factor that enhances the conviction of 

offensive cognition in Taijin-kyofusho 

Sasaki, J., & 

Hashimoto, M. 
2016.07 

International Journal of Psychology 51, 

Supplement 1, 88 

国際会議 

（proc.なし） 

Fear of Offending Others in Japan and 

Canada: A Mixed-Methods Approach to 

Taijin Kyofusho 

Watanabe, M., Sasaki, 

J., Zhou, B., Kirmayer, 

J. K., Ryder, G. A. 

2016.07 
International Journal of Psychology 51, 

Supplement 1, 88 

国際会議 

（proc.なし） 

Mixed-Methods Approach to the 

Cross-Cultural Equivalence in 

Questionnaire: Evaluating the Japanese 

and English Versions of the Taijin Kyofu 

Sho Questionnaire 

Watanabe, M., Sasaki, 

J., Zhou, B., Kirmayer, 

L. J., and Ryder, A. G. 

2016.08 

23rd International Congress of 

International Association for 

Cross-Cultural Psychology 

解説・総説 
臨床心理学の研究動向と課題：知を伝えるこ

とと受け止めることの観点から 
佐々木淳 2016.06 教育心理学年報 55巻 p101-115 

解説・総説 対人恐怖症の異常心理学 佐々木淳 2016.10 生産と技術 68, 4, 67-69 

 

臨床心理学 野村 晴夫 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

専門著書 現代社会の中の自己・アイデンティティ 
梶田叡一・中間玲子・佐藤

徳（編著） 
2016.08 金子書房 71-85 

教科書 絶対役立つ臨床心理学 串崎真志（編著） 2016.09 ミネルヴァ書房 179-192 

 

臨床心理学 管生 聖子 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

その他 

For Providing Grief Care during the 

Perinatal Period: From the position of a 

clinical psychologist 
Shoko Sugao 2017.03 Osaka Human Sciences ３巻 

その他 
アメリカの周産期喪失過程におけるドゥーラの

役割 

管生聖子,安元佐

織,Shapkina Nadia 
2017.03 

大阪大学大学院人間科学研究科紀要 43巻 

p53-65 大阪大学大学院人間科学研究科編 
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６－３－２．教育環境学 

教育社会学 近藤   博之 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 ジニ分離指数を用いた学歴-職業関連の分析 近藤博之 2017.02 
大阪大学大学院人間科学研究科紀要 43巻 

p85-102 

 

教育社会学 中澤 渉 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 

The Role of Public University in Japan 

Reexamined: Have Public Universities 

Expanded Disadvantaged People's 

Opportunity for University Education 

Wataru NAKAZAWA 2016.05 

International Sociological Association 

Research Committee 28, Spring Meeting 

2016 in Singapore 

会議報告 

/口頭発表 

Income Disparity and People’s Attitudes 

toward Educational Inequality in 

Cross-National Research  

NAKAZAWA, Wataru 2016.10 
The 13th Japanese German Frontier of 

Science Symposium 

国際会議 

（proc.あり） 

The New Aspects of Gender Inequality in 

Education: Focusing on the Case of 

Japan 

NAKAZAWA, Wataru 2016.10 
The 13th Japanese German Frontier of 

Science Symposium 

大学・研究所 

等の報告 
結婚・子どもの誕生のタイミングとその要因 中澤渉 2017.03 

東京大学社会科学研究所 二次分析研究会

2016 課題公募型研究成果報告会 

解説・総説 地域・階層間の大学進学機会の不平等 中澤渉 2016.05 大学時報 368号 p38-43 

専門著書 

Why Is Public Expenditure on Education 

in Japan Low?:  Re-examining the 

Public Function of Education (Osaka 

University Humanities and Social 

Sciences Series) 

Wataru Nakazawa 2016.06 

大阪大学出版会 Osaka University Press 

『なぜ日本の公教育費は少ないのか』（2014

年勁草書房）の英訳 

Originally published in Japanese (2014). 

専門著書 
岩波講座 教育 変革への展望２ 社会のな

かの教育 
志水宏吉ほか 2016.06 

岩波書店 73-101 3章「教育政策とエビデン

ス」を担当 

専門著書 教育とキャリア－格差の連鎖と若者 中澤 渉 2017.03 勁草書房 143-170 

 

教育制度学 小野田 正利 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

解説・総説 モンスターペアレント 小野田正利 2017.03 
探求！ 教育心理学の世界 264-265 藤澤

伸介編 

専門著書 
責任編集『季刊教育法』第１８９号（特集「ブラ

ック部活」その１ 
小野田正利（編集） 2016.06 エイデル研究所 6-71 

専門著書 
責任編集『季刊教育法』第 192 号（特集「ブ

ラック部活」その 2 
小野田正利（編集） 2017.03 エイデル研究所 6-71 

 

教育制度学 園山 大祐 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

専門著書 教育の大衆化は何をもたらしたか 園山大祐 2016.05 
勁草書房 

i-iii,1-11,124-128,180-200,305-307 

専門著書 岐路に立つ移民教育 園山大祐 2016.07 ナカニシヤ出版 144-159 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 フランス教育功労賞 園山大祐 2016.07 フランス政府首相 
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生涯教育学 木村 涼子 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
Organization of  Desires in "Novels for 

Women" 
Ryoko Kimura 2017.03 

Osaka Human Sciences 3巻 p39-60 

Graduate School of Human Sciences, 

Osaka Universoty, Japan編 

専門著書 教育 変革への展望６ 学校のポリティクス 
木村涼子  志水宏吉・小

玉重夫他編 
2016.11 岩波書店 241-264 

その他 

<翻訳＞私たちが語る物語―多文化的文脈に

おいて正義と平等のための教育におけるナラ

ティブの役割を考える 

Audrey Osler 翻訳 木

村涼子他６名 
2017.03 

大阪大学教育学年報 22号 p65-80 大阪大

学大学院人間科学研究科教育学系編 

 

教育文化学 髙田  一宏 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
大阪市の学校選択制－揺らぐ公共性、広がる

格差－ 
髙田 一宏 2016.04 『教育文化学年報』 第 11号、pp. 14-24. 

学術論文 
学力保障の展望－ある「同推校」の事例を通

して－ 
髙田一宏 2017.01 

 

専門著書 
マインド・ザ・ギャップ！：現代日本の学力格差

とその克服 

志水宏吉、高田一宏（編

著） 
2016.04 

大阪大学出版会 第 4章「授業改革は学力格

差を縮小したか」を執筆 

専門著書 
岩波講座 教育 変革への展望２ 社会のな

かの教育 
志水宏吉ほか 2016.06 

岩波書店 3章「教育政策とエビデンス」を担

当 

 

教育文化学 中村  瑛仁 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 日本教育社会学会奨励賞（論文の部） 中村 瑛仁 2016.09 日本教育社会学会 

 

 

６－３－３．教育学系共通 

教育学系共通 知念 渉 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Gender Disparities in Academic 

Performance and Motivation in STEM 

Subjects in Japan 

伊佐夏実, 知念 渉 2016.07 Japan Labor Review 13巻 3号 p101-121 

専門著書 
マインド・ザ・ギャップ！：現代日本の学力格差

とその克服 

志水宏吉、高田一宏（編

著） 
2016.04 

大阪大学出版会 第 4章「授業改革は学力格

差を縮小したか」を執筆 

その他 
社会的困難を生きる若者と学習支援――リテラ

シーを育む基礎教育の保障に向けて 
岩槻 知也 2016.08 明石書店 

その他 

子どもの貧困・不利・困難を越える学校―行

政・地域と学校がつながって実現する子ども支

援 

柏木 智子, 仲田 康一 2017.03 学事出版 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 日本家族社会学会賞（奨励論文賞） 知念 渉 2016.09 日本家族社会学会 
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６－４ . 共生学系 

 

６－４－１．未来共生学 

共生の人間学 檜垣   立哉 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Tetsuro Watsuji's Theory of 

Betweenness, with Focus on Two-Person 

Community 

Tatsuya HIGAKI 2016.08 
Canadian Journal of Communication 

41-3, p455-467 

学術論文 
木村敏と中井久夫 臨床とイントラ・フェストゥ

ム 
檜垣立哉 2016.10 

現代思想 総特集 木村敏 44巻 20号 

p265-277 

学術論文 
『長い道』から『夕凪の街 桜の国』へ こうの

史代試論 
檜垣立哉 2016.11 

 

学術論文 
偶然性と永遠の今 現在性をめぐる九鬼と西

田 
檜垣立哉 2016.12 現代思想 44巻 23号 p132-147 

学術論文 吉本隆明・記紀書・南島論 檜垣立哉 2017.01 現代思想 45巻 2号 p103-115 現代思想編 

学術論文 
What is Minority, Who are the Minor 

People/ 
Tatsiua HIGAKI 2017.03 

The journal pf Criticism and Theory, 

Korea 22巻 1号 p237-252 韓国批評理論

学会編 

学術論文 
九鬼とレヴィ＝ストロース 二つの構造論的感

性論 
檜垣立哉 2017.03 理想 698号 p92-103 理想編 

解説・総説 アフォーダンスとベルクソン 檜垣立哉 2016.11 
ベルクソン『物質と記憶を解剖する』平井靖

史・藤田尚志・安孫子信編 154-158 

解説・総説 
「『生命と現実』の一〇年後」『生命と現実』木

村敏との共著の新装版あとがき 
檜垣立哉 2017.02 

 

専門著書 

Deleuze and Buddhism (chap4, Kenji 

Miyazawa and Takaaki Yoshimoto を担
当) 

Tony See, Jpff Bradley 

ed. 
2016.11 Palgrave 

専門著書 
徹底討論 市田良彦・王寺賢太編『現代思想

と政治』＠京大人文研 

鵜飼哲、檜垣立哉、森川

輝一 
2016.12 読書人 

その他 

いま、現代思想と政治を問いなおす 『現代

思想と政治』京都大学人文科学研究所レポー

ト 

市田良彦ほか２０名 檜垣

は特定質問者として掲載 
2016.04 週刊読書人 ３１３７号 １ページ 読書人編 

その他 存在、時間、生命 木村敏との対話 内海健 檜垣立哉 2016.10 現代思想 44巻 20号 p41-63 

 

共生社会論 志水  宏吉 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

専門著書 
マインド・ザ・ギャップ！：現代日本の学力格

差とその克服 

志水宏吉、高田一宏（編

著） 
2016.04 

大阪大学出版会 第 4章「授業改革は学力格

差を縮小したか」を執筆 

専門著書 
岩波講座 教育 変革への展望２ 社会のな

かの教育 
志水宏吉ほか 2016.06 

岩波書店 3章「教育政策とエビデンス」を担

当 

専門著書 
岩波講座 教育 改革への展望６ 学校のポ

リティクス 

佐藤学、秋田喜代美、志

水宏吉、小玉重夫、北村

友人 

2016.11 岩波書店 

専門著書 「つながり」を生かした学校づくり 志水宏吉、若槻健 2017.03 東洋館出版社 

一般著書 南三陸発！志津川小学校避難所 

志津川小学校避難所自治

会記録保存プロジェクト、

志水宏吉 

2017.03 明石書店 

 

共生社会論 千葉 泉 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

大学・研究所 

等の報告 

人間科学による一つの狂詩曲―人間科学研

究科による利他コンポジウムの報告 

岡部美香、稲場圭信、千

葉泉（コメント：仲道正之、

栗本英世、中山康雄、山

田一憲、上林梓、新谷真

美子） 

2017.03 

未来共生学 2017 4巻 p357-385 大阪大

学未来戦略機構第五部門、未来共生イノベ

ーター博士課程プログラム編 
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共生社会論 稲場  圭信 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 ネパール大地震調査報告 2015 
乾 陽亮,渥美 公秀,稲場 

圭信,河村 信治 
2016.04 

 

学術論文 宗教施設は避難所になりうるか 稲場圭信 2016.06 

宗教者災害支援連絡会 (編集), 蓑輪顕量, 

稲場圭信, 黒﨑浩行,葛西賢太（責任編集）

『災害支援ハンドブック: 宗教者の実践とその

協働』 155-169 

学術論文 総論 蓑輪顕量・稲場圭信 2016.06 

宗教者災害支援連絡会 (編集), 蓑輪顕量, 

稲場圭信, 黒﨑浩行,葛西賢太（責任編集）

『災害支援ハンドブック: 宗教者の実践とその

協働』 3-14 

学術論文 
防災と宗教：第三回国連防災世界会議におけ

る宗教 
稲場圭信・黒崎浩行 2016.06 

宗教者災害支援連絡会 (編集), 蓑輪顕量, 

稲場圭信, 黒﨑浩行,葛西賢太（責任編集）

『災害支援ハンドブック: 宗教者の実践とその

協働』 217-223 

学術論文 来るべき災害への備え 稲場圭信 2016.06 

宗教者災害支援連絡会 (編集), 蓑輪顕量, 

稲場圭信, 黒﨑浩行,葛西賢太（責任編集）

『災害支援ハンドブック: 宗教者の実践とその

協働』 207-216 

学術論文 
東日本大震災から熊本地震へ―宗教者の連

携―  
稲場圭信 2017.01 現代宗教 2017 p.177-198 

学術論文 復興におけるエージェント間の共生と葛藤 稲場圭信 2017.03 宗教研究 90巻別冊 pp.104－105 

会議報告 

/口頭発表 

復興におけるエージェント間の共生と葛藤－

宗教者の関わりから－ 
稲場圭信 2016.09 日本宗教学会第 75回学術大会 

会議報告 

/口頭発表 

災害時における宗教者の実践と行政などとの

協働、連携を探る 
稲場圭信 2017.03 

熊本大学シンポジウム講演録 2016「東日本大

震災から熊本地震へのバトン」 p129-131 

会議報告 

/口頭発表 

被災地における人々のケア～宗教者の役割と

その連携の可能性～パネルディスカッション 
稲場圭信 2017.03 

熊本大学シンポジウム講演録 2016「東日本大

震災から熊本地震へのバトン」 p136-152 

大学・研究所 

等の報告 

人間科学による一つの狂詩曲―人間科学研

究科による利他コンポジウムの報告 

岡部美香、稲場圭信、千

葉泉（コメント：仲道正之、

栗本英世、中山康雄、山

田一憲、上林梓、新谷真

美子） 

2017.03 

未来共生学 2017 4巻 p357-385 大阪大学

未来戦略機構第五部門、未来共生イノベータ

ー博士課程プログラム編 

解説・総説 
「検証！熊本でこれまでの教訓は生かされた

か」 
稲場圭信 2016.07 月刊住職 2016年 7月号,44-51頁 

解説・総説 
東日本大震災の経験を踏まへた地域防災と

宗教施設 
稲場圭信 2016.07 東日本大震災 神社・祭 248-253頁 

書評 
書評：白波瀬達也著『宗教の社会貢献を問い

直す－ホームレス支援の現場から』 
稲場圭信 2016.06 

『宗教と社会』 第 22号 2016年 6月 77-79

頁 

一般著書 
「宗教者の苦惱/支える側の心の支援を」、河

北新報社編集局編『挽歌の宛先』 
河北新報社編集局 2016.06 公人の友社 196-198 

一般著書 
『災害支援ハンドブック: 宗教者の実践とその

協働』 

宗教者災害支援連絡会、

蓑輪顕量, 稲場圭信, 黒

﨑浩行,葛西賢太（責任編

集） 

2016.06 春秋社 

 

共生行動論 渥美  公秀 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 ネパール大地震調査報告 2015 
乾 陽亮,渥美 公秀,稲場 

圭信,河村 信治 
2016.04 

 

学術論文 

災害時の利他行動に関する基礎的シミュレー

ション研究：1995年と 2011年のボランティア

では何が違ったのか 

大門大朗, 渥美公秀 2016.09 実験社会心理学研究 55巻 2号 p88-100 

学術論文 

Collective Tools for Disaster Recovry 

from the Great East Japan Earthquake 

and Tsunami:Recalling Community Pride 

and Memory through Community Radio 

and ''Picturescue'' in Noda Village,Iwate 

Prefecture 

Tomohide Atsumi,Yuko 

Ishizuka,Ryohei 

Miyamae 

2017.01 
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共生行動論 渥美  公秀 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

解説・総説 熊本地震からー災害ボランティアの原点へ  渥美公秀 2016.08 公明 

解説・総説 熊本地震とボランティア活動 渥美公秀 2017.01 季刊 消防防災の科学 

専門著書 

はじめに-宗教団体による災害支援に期待す

ること 宗教者災害支援連絡会編 災害支援

ハンドブック 

渥美公秀 2016.06 春秋社 17-22 

 

共生教育論 山本べバリー・アン 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Diversifying admissions through 

top-down entrance examination reform in 

Japanese elite universities: What is 

happening on the ground? 

Yamamoto B.A. 2017.01 

Access to Higher Education: Theoretical 

perspectives and contemporary 

challenges p216-231 Mountford-Zimdars, 

A and Harrison, N編 

学術論文 

Being a Woman Academic Leader in 

Japan: Intellectual Leadership and 

Culture Difference 

Yamamoto B.A. 2017.02 

Cosmopolitan Perspectives on Academic 

Leadership in Higher Education Su, F. 

and Wood, M編 

会議報告 

/口頭発表 

EU 諸国等における学校基盤の包括的健康

教育カリキュラムの動向 

山本ベバリーアン、赤星ま

ゆみ 
2016.07 日本カリキュラム学会 第 27 回大会 

会議報告 

/口頭発表 

若者の性行動の診断と介入のための Traffic 

Light Tool 日本版開設プロセスと暫定版の

課題 

Beverley Anne 

Yamamoto, Naomi 

Kitano 

2016.08 第 35回日本思春期学会総会・学術集会 

会議報告 

/口頭発表 

つながる力が強い子どもの育成を考える―学

び方から学ぶ環境まで 
山本ベバリーアン 2016.11 

平成 28年度大阪教育大学池田地区付属学

校研究発表会 平成 28年度大阪教育大学池

田地区付属学校研究発表会発表資料 

会議報告 

/口頭発表 

Internationalisation, Globalisation and 

Multiculturalism as Symbolic Ideas 

Shaping Education Rhetoric, Policy and 

Practice in the early 21st Century. 

Yamamoto B.A. 2017.03 

京都インターナショナルスクール創立６０周年

記念シンポジウム 「関西における教育の国際

化〜その傾向・困難・予想」 

国際会議 

（proc.なし） 

Creating an empowering space for 

patients and improving care through 

HAE patient advocacy in Japan 

Beverley Anne 

Yamamoto, Naomi 

Kitano 

2016.05 2016 HAE Global Conference 

国際会議 

（proc.なし） 

Moving Beyond a Risk-Based Framing: 

UK Adolescents’ Understanding of 

Sexuality, Healthy Development and 

Risky Behaviour 

Beverley Anne 

Yamamoto, Kim Mawer  
2016.07 3rd International Sociology Forum 

国際会議 

（proc.なし） 

Promoting Health, Promoting School 

Success: An Exploration of Healthy 

Schools Policy in Four Cultural Settings 

in the EU and Canada 

Beverley Anne 

Yamamoto 
2016.07 

 

国際会議 

（proc.なし） 

Working Towards Realization of Patient 

Engagement and Patient-centered Care: 

My Experiences as an HAE Patient 

Advocate in Japan 

Beverley Anne 

Yamamoto 
2016.09 5th China Rare Disease Summit 2016 

国際会議 

（proc.なし） 

Opening Osaka University's 

International Undergraduate Degree 

Program Courses to the Wider Student 

Body 

Yamamoto B.A., 

Sanders, J. 
2017.03 APAIE 2017 Conference and Exhibition 

大学・研究所 

等の報告 

Implementation and impact of the dual 

language International Baccalaureate 

Diploma Programme (DP) in Japanese 

secondary schools 

Beverley A Yamamoto 

ed., Takahiro Saito, 

Maki Shibuya, Yukiko 

Ishikura, Adam 

Gyenes, Viktoriya Kim, 

Kim Mawer, Chika 

Kitano 

2016.08 Yamamoto, Beverley編 

書評 

David Chapman and Karl Jakob 

Krogness (eds), Japan’s Household 

Registration System and Citizenship 

Beverley Yamamoto 2017.01 Japanese Studies 36巻 3号 p405-406 

専門著書 

Access to Higher Education: Theoretical 

Perspectives and Contemporary 

Challenges 

Mountford-Zimdars A, 

Harrison, N, 

Yamamoto, B 

2017.01 216－231 

専門著書 
Cosmopolitan Perspectives on Academic 

Leadership in Higher Education  

Feng Su, Margaret 

Wood, eds. 
2017.02  
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６－４－２．グローバル共生学 

国際協力学 澤村 信英 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 

ケニア・ナイロビの低学費無認可私立校の実

態と学校運営の特徴―キベラ・スラムにおける

初等学校の事例― 

澤村信英 2016.04 アフリカ教育研究フォーラム第 17回大会 

会議報告 

/口頭発表 

ケニア・ナイロビのスラムにおける無認可低学

費私立校の運営実態―キベラの初等学校の

事例― 

澤村信英 2016.06 日本アフリカ学会第 53回学術大会 

会議報告 

/口頭発表 

ケニア北西部カクマ難民キャンプの生活と教

育―純就学率の低さは問題なのだろうか― 
澤村信英 2016.10 アフリカ教育研究フォーラム第 18回大会 

会議報告 

/口頭発表 

ケニア北西部カクマ難民キャンプの生活と教

育―就学の実態と当事者の意識― 

澤村信英、山本香、内海

成治 
2016.11 国際開発学会第 27回全国大会 

会議報告 

/口頭発表 

ケニア北西部カクマ難民キャンプの生活と教

育―就学の実態と当事者の意識― 

澤村信英、山本香、内海

成治 
2016.12 アフリカ教育研究 7号 p88-93 

その他 
2030年に向けた教育を展望する（日本比較

教育学会第52回大会公開シンポジウム報告） 
澤村信英 2017.02 

比較教育学研究 54号 p199-203 日本比較

教育学会編集委員会編 

 

国際協力学 中村  安秀 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

The Effect of Home-Based Records on 

Maternal and Child Health Knowledge 

and Practices in Indonesia: 

Meta—analyses from the Indonesian 

Demographic and Health Surveys. 

Baequni, Yasuhide 

Nakamura, Fase 

Badriah.  

2016.06 
Journal of International Health 31(2); 

87-97 

学術論文 ことばと文化の壁をこえるインバウンド医療 中村安秀 2016.07 日本渡航医学会誌 9(1); 60-63 

 

地域創成論 大谷 順子 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Japanese perceptions of societal 

vulnerability to natural disasters during 

demographic transition: constitution of a 

new scale and initial findings. 

Annear, M., Otani, J., 

GAO, X., and Keeling, 

S.  

2016.06 
International Journal of Disaster Risk 

Reduction, 18巻 p32-40 

学術論文 
新疆ウイグル自治区の漢語教育に見る言語と

アイデンティティの関係 
新井凜子・大谷順子 2016.06 

『２１世紀東アジア社会学』日中社会学会 8巻 

p57-74 

学術論文 

 A Japanese-language Dementia 

Knowledge Assessment Scale: 

psychometric performance and health 

student and professional understanding. 

Annear, M., Otani, J., & 

Li, J.  
2016.09 Geriatrics and Gerontology International 

学術論文 

中国四川省北川県におけるディザスターツー

リズム開発に関する研究―災害教育を中心に

― 

高欣・大谷順子 2016.11 
『日中社会学研究』日中社会学会 24巻 p98 

-110 

会議報告 

/口頭発表 

 The rise of “world class” universities 

and changing scholarship in Asia: 

competitions, engagements and 

representations  

Ishikawa, M., Chou, 

CP,, Li, J., Otani, J. & 

Welch, A.  

2016.06 

AAS in Asia (The Association for Asian 

Studies (AAS) ) AAS in Asia (The 

Association for Asian Studies (AAS) ) 

会議報告 

/口頭発表 

中国における介護保障制度の創設に向けた

取り組みと課題 
李鳳月・大谷順子 2016.06 第 28回日中社会学会 

会議報告 

/口頭発表 

エイジングと災害脆弱性に対する認識を測る

尺度（Perceptions of Ageing and Disaster 

Vulnerability Scale: PADVS)の開発、日本

語版の作成と信頼性・妥当性の検討および質

的データを合わせた調査研究 

大谷順子, マイケル・アニ

エー, 高欣 
2016.10 

日本災害復興学会 日本災害復興学会大会

（2016石巻）予稿集 p9-10 

国際会議 

（proc.あり） 

Social isolation among older adults 

following natural disasters - comparative 

international experiences Report from 

Japan 

Otani, Junko 2016.06 

International Federation on Ageing (IFA) 

13th Global Conference on Ageing, 

Brisbane, Australia 
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地域創成論 大谷 順子 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

国際会議 

（proc.あり） 

Implementation of integration policies in 

Japan and their effect on migrants: 

Kokusai kōryū sentā (centers of 

international exchange) as sources for 

migrant adaptation 

Kim, Viktoriya., 

Streich, Philip & Otani, 

Junko 

2016.12 

The 5th International Conference of the 

Japanese Studies Association in 

Southeast Asia, 15-16 Dec 2016 

国際会議 

（proc.あり） 

The rise of "world class" universities and 

changing scholarship in Asia: 

competitions, engagements and 

representations 

Ishikawa, Mayumi., 

Otani, Junko., Annear, 

Michael & Gao, Xin 

2016.12 

Session 2L: Challenging Academic 

Cultures, "Crossroads in Cultural 

Studies Conference", Cultural Studies 

Association of Australasia, at University 

of Sydney, Australia, 14 -17 December 

2016. 

国際会議 

（proc.なし） 

Disaster preparedness efforts in Japan 

with super ageing population  
Otani, Junko 2016.06 

International Federation on Ageing (IFA) 

13th Global Conference on Ageing, 

Brisbane, Australia 

国際会議 

（proc.なし） 

Social Dynamics of Disaster Suffering, 

Recovery and Reconstruction:Reflection 

from Gorkha Earthquake 2015 Nepal 

Lam, LaiMing Christie 

& Otani, Junko 
2017.03 

Mobile Cultures of Disaster Conference, 

22-24 March University of South 

Australia 

解説・総説 

Experiences of Japanese aged care: the 

pursuit of optimal health and cultural 

engagement 

Annear, M.J., Otani, J. 

& Sun, J. 
2016.08 

Age and Ageing 45巻 4号 p753-756 

British Geriatrics Society編 

翻訳作品 
阪神大地震受灾老人的五年与老龄化社会的

未来（中国語） 
大谷顺子 2016.05 世界知识出版社 

 

地域創成論 河森 正人 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
「山村青年たちの生活記録運動ー高知県幡

多郡津大村須崎の機関紙『夜学会』の事例 
河森正人 2017.03 『共生学ジャーナル』 1号 

解説・総説 「共生学は何をめざすか」 
河森正人、栗本英世、志

水宏吉 
2017.03 『共生学ジャーナル』 1号 

その他 Creating a Community of Care Kawamori, Masato 2016.10 Zealplus 

その他 
Kan sang chumchon thi dulae sueng kan 

lae kan 
Kawamori, Masato 2016.10 KBS 

その他 

"Thailand" in Masuda, Masanobu and 

Jung-Nim Nam eds., Social Security of 

Asia 

Masato Kawamori 2016.12 
Oriental Life Insurance Cultural 

Development Center 31-54 

 

ｺﾝﾌﾘｸﾄと共生 栗本 英世 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
Negotiating Statehood: Handling the 

Crisis of South Sudan 

Samson Wassara, Eisei 

Kurimoto 
2017.03 

African Virtues in the Pursuit of 

Conviviality p107-139 Yintiso Gebre, 

Itaru Ohta, Motoji Matsuda編 
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６－４－３．共生学系共通 

共生学系共通 MOHACSI Gergely 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

国際会議 

（proc.なし） 

From a Metabolic Point of View: Six 

Notes on Eating (Folding) Together 
Mohácsi Gergely 2017.03 

The 4th Kyosei Studies Colloquium On 

Viveiros de Castro, Metaphysics and 

Anthropology 

国際会議 

（proc.なし） 

Worlding with the Metabolism: Or how to 

“put” Japanese medications into 

Hungarian bodies? 

Mohácsi Gergely 2016.09 
International Workshop Organic 

Metaphors in Technoscience 

 

共生学系共通 木村 友美 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

その他 

Relationship Between Oral Dysfunction, 

Physical Disability, and Depressive Mood 

in Community-Dwelling Elderly Adults 

in Japan. 

Chang NY, Kimura Y, 

Ishimoto Y, Wada T, 

Fukutomi E, Chen WL, 

Sakamoto R, Fujisawa 

M, Okumiya K, 

Matsubayashi K 

2016.08 
Journal of the American Geriatrics 

Society 64巻 8号 p1734-1735 
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６－５. 学系外 

 

６－５－１．未来共創センター 

未来共創ｾﾝﾀｰ 中道 正之 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
動物園で学ぶ野生動物の子育て―キリン、クロ

サイ、そしてサルの母と子 
中道正之 2016.06 動物心理学研究 

学術論文 

Japanese macaque (Macaca fuscata) 

mothers huddle with their young 

offspring instead of adult females for 

thermoregulation 

Ueno, M., Nakamichi, 

M. 
2016.08 Behavioural Processes 129巻 p41-43 

学術論文 

Primate Social Behavior: Understanding 

the social relationships of Japanese 

macaques. 

Nakamichi, M. 2016.10 

Cognitive Approaches to Human 

Understanding,(eds.) M. Kasaki, H. 

Ishiguro, M. Asada, M. Osaka, T. 

Fujikado p59-100 M. Kasaki, H. Ishiguro, 

M. Asada, M. Osaka, T. Fujikado 編 

学術論文 

 Influence of social interactions with 

nonmother females on the development 

of call usage in Japanese macaques 

Katsu, N., Yamada, K., 

Nakamichi, M. 
2017.01 Animal Behaviour 123巻 p267-276 

 

未来共創ｾﾝﾀｰ 岡田 千あき 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

Engaging the Field through 

Retrospective Methods: A Cambodian 

Story 

Kevin Young, Chiaki 

Okada 
2016.06 

Qualitative Research in Sport, Exercise 

and Health 8巻 5号 p456-471 

学術論文 Sociology of Sport in Japan 
Chiaki Okada, Kazuo 

Uchiumi 
2016.11 

Sociology of Sport: A Global Sub 

Discipline in Review ９巻 p59-74 

会議報告 

/口頭発表 

Sport for the purpose of poverty 

reduction－Stories from the Homeless 

World Cup－ 

Chiaki Okada 2016.06 
7th International Conference on Sport 

and Society 

会議報告 

/口頭発表 

スポーツを通じた貧困削減への取り組み－ホ

ームレスワールドカップが映し出す貧困像－ 
岡田千あき 2016.07 日本運動スポーツ科学学会第 23回大会 

解説・総説 

「開発と平和のためのスポーツ」に関する課題

整理－スポーツ・フォー・トゥモローの実現に

向けて－ 

岡田千あき 2016.12 運動とスポーツの科学 22巻 1号 p1-7 

 

未来共創ｾﾝﾀｰ 孫 美幸 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 

伝承民話集『聴耳草子』における「異人」たち

と「多文化共生」 日本社会における多文化共

生教育のあり方を考えるために 

孫 美幸 2017.02 ホリスティック教育研究 p49-63 

会議報告 

/口頭発表 

東北地方の民話集に見る「多文化共生」と「い

のち」の思想 
孫 美幸 2016.06 2016年度ホリスティック教育研究大会 

会議報告 

/口頭発表 

多文化理解プログラムの充実をはかるために 

日々の教育実践を見つめなおす 
孫 美幸 2016.10 箕面市多文化理解プログラム検討会 

会議報告 

/口頭発表 

排外主義の闇に抗う教育実践とは？ 「ケアリ

ング」・「共苦」・「共生み」の思想から 
孫 美幸 2017.02 第 48回人権交流京都市研究集会 

専門著書 

日本と韓国における多文化共生教育の新たな

地平 包括的な平和教育からホリスティックな

展開へ 

孫 美幸 2017.02 ナカニシヤ出版 
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６－５－２．国際交流室 

国際交流室 安元 佐織 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 

Transition of Men's Roles through Their 

Partners' Miscarriage/Stillbirth  
安元佐織，管生聖子 2016.07   

大学・研究所 

等の報告 

高齢者の健康を高める，実践知の集約：健康

長寿達成者の生活から健康長寿の方略を学

ぶ 

権藤恭之，安元佐織，中

川威，池邉一典，神出計，

小園麻里菜 

2016.06   

大学・研究所 

等の報告 

超高齢社会における世代間交流の意味：百寿

者の子供の語りから学ぶ「年をとる」ことの意味

の変容 

安元 佐織 2016.08   

大学・研究所 

等の報告 

アメリカの周産期喪失過程におけるドウーラの

役割 

管生聖子，安元佐織，

SHAPKINA Nadia 
2017.02   

その他 
アメリカの周産期喪失過程におけるドゥーラの

役割 

管生聖子,安元佐

織,Shapkina Nadia 
2017.03 

大阪大学大学院人間科学研究科紀要 43巻 

p53-65 大阪大学大学院人間科学研究科編 

 

６－５－３．学生支援室 

学生支援室 前馬 優策 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 
きょうだい構成は学力に影響を与えるか 前馬優策 2016.06 

日本子ども社会学会第 23回大会発表要旨集

録 p106-107 

会議報告 

/口頭発表 

『学校準備』としての子育て：社会階層・ジェン

ダーの視点から 

前馬優策, 野﨑友花, 志

田未来, 志水宏吉 
2016.08 

日本教育学会第 75回大会発表要旨集録 

p360-361 

会議報告 

/口頭発表 

2010年代における生活困難層の生活・教育・

ネットワークの変容：B市A団地の子育て世帯

に対する追跡調査より 

小澤浩明, 樋口くみ子, 

前馬優策, 松田洋介 
2016.09 

日本教育社会学会第 68回大会発表要旨集

録 p216-219 

専門著書 
マインド・ザ・ギャップ！：現代日本の学力格差

とその克服 

志水宏吉、高田一宏（編

著） 
2016.04 

大阪大学出版会 81-106 第 4章「授業改革

は学力格差を縮小したか」を執筆 

翻訳作品 批判的教育学事典 マイケル・W・アップル他 2017.01 明石書店 525-546 

 

６－５－４．サイバーメディア室 

ｻｲﾊﾞｰﾒﾃﾞｨｱ室 宮本 友介 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

会議報告 

/口頭発表 

文系学部低学年を対象とした情報リテラシー

教育でのプログラミング 

宮本 友介, 中西 通雄, 

安留 誠吾 
2016.09   

国際会議 

(proc.あり) 

On the self-determination and lerner 

autonomy in foreign language learners' 

motivation 

Yusuke Miyamoto 2016.08   

 

６－５－５．評価資料室 

評価資料室 小林 卓也 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

その他 
自然主義、問われるべき人間存在―ドゥルー

ズ自然哲学をめぐる問題圏 
小林卓也 2016.04 『hyphen』（ハイフン） 1号 p35-38 
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６－５－８．学部英語コース人間科学コース特任教員 

G30 LAM Laiming 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

国際会議 

（procなし） 

Social Dynamics of Disaster Suffering, 

Recovery and Reconstruction:Reflection 

from Gorkha Earthquake 2015 Nepal 

Lam, LaiMing Christie 

& Otani, Junko 
2017.03 

Mobile Cultures of Disaster Conference, 

22-24 March University of South 

Australia 

 

G30 KIM Viktoriya 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

国際会議 

（procあり） 

Implementation of integration policies in 

Japan and their effect on migrants: 

Kokusai kōryū sentā (centers of 

international exchange) as sources for 

migrant adaptation 

Kim, Viktoriya., 

Streich, Philip & Otani, 

Junko 

2016.12 

The 5th International Conference of the 

Japanese Studies Association in 

Southeast Asia, 15-16 Dec 2016 

大学・研究所 

等の報告 

Implementation and impact of the dual 

language International Baccalaureate 

Diploma Programme (DP) in Japanese 

secondary schools 

Beverley A Yamamoto 

ed., Takahiro Saito, 

Maki Shibuya, Yukiko 

Ishikura, Adam 

Gyenes, Viktoriya Kim, 

Kim Mawer, Chika 

Kitano 

2016.08 Yamamoto, Beverley編 

 

G30 CAVALIERE Paola 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

国際会議 

（procあり） 

Testing the empowerment thesis: a 

typology of Religious Civil Society 

Organizations in Japan 

CAVALIERE PAOLA 2016.09 EAJS, Kobe University 

翻訳作品 
Ten nights of dreams ([夢十夜], 1908, イタ

リア語訳) 

夏目漱石 （著）

CAVALIERE PAOLA 

(訳） 

2016.05 Editoriale Jouvence (Milano), Italy 

 

G30 STREICH Philip Alan 

分類 

(著書/論文等) 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／発行元 

学術論文 
Information, Commitment, and the 

Russo-Japanese War of 1904-05 

Philip Streich, Jack S. 

Levy 
2016.10 

Foreign Policy Analysis 12巻 4号 

p489-511 
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